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Ⅰ 総合研究報告書
地域の 健康危機管理における
保健所保健師の 機能 ｡ 役割に関する実証的研究
厚生労働科学研究費補助金 (健康科学総合研究事業)
(総合) 研究報告書
地域の健康危機管理 における保健所保健師 の機能 ･ 役割に 関する実証的研究
主任研究者 宮崎 美砂子 千葉大学看護学部
研究要旨: 保健所 を中核 とする地域の健康危機管理におい て ､ 保健所保健師の 果たす べ き固
有の 機能 ･ 役割を実証的に明らかにする こ とを目的に ､ 平成 14年度 - 1 6年度の 3年間にわ
たり研究を行 っ た｡ そ の結果 ､ 以下 の成果 を得た｡
1 . 健康危機管理 に対する保健所保健師等の活動実態の検討
健康危機 へ の対応は保健所及び市町村の各保健師にと っ て 日常的 に頻度高く経験する類の
業務で はなく､ 平常時から健康危機に備えて知識 ･ 技術を高める創意工 夫が必要である ｡
保健所保健師の 機能 ･ 役割として 重要となる ことは､ 健康危機発生時で は, 初動期の情報収
集 ･ ニ ー ズ把握 ､ 被害者を含む地域住民 へ の相談支援体制の 確立 ､ 応援者を含む支援関係者
の 総合調整 ､ 保健所 の 専門的広域的機能を措かした企画調整､ 平常時で は, 市町村保健師と
の 連携 ･ 協働による ､ 地域住民 ･ 関係者へ の予防教育の 浸透､ 健康危機 へ の 対応評価に基づ
く健康危機管理体制づくり, 地域住民との 平常時からの 関係づくりの促進等で ある ｡
2 . 健康危機管理 の種別 により特徴的な保健所保健師の機能 ･ 役割の検 討
感染症集団発生で 虹 各疾患に対する基本知識を前提とし､ 患者 ･ 家族 ､ 接触者､ 関係者
とい っ た対象者 一 人ひ とり を真に尊重する姿勢､ 対象者と信頼関係を結び対象者の 同意 ･ 協
力を基底に置い て働きかける技術 ､ 心身の 回復 に向けて の継続的な支援 へ の責任が重要 とな
る ｡ 自然災害で は ､ 被災地の 応援体制づくりと避難所における保健活動 の実施､ 専門職等関
係者との連携体制づくり､ ハイ リスク者の安全な避難及び医療等の確保､ 市町村保健活動の
平常業務 へ の移行 の 支援, 災害時保健活動の 評価 ･ 共有による管内市町村保健師の資質向上
及び管内健康危機管理体制の整備が重要となる ｡ 人体 ･ 環境 へ の 汚染事故で は､ 正確な情報
の収集と伝達､ 管内の地区把握及び地区診断､ 実態(現状)把握､ 健康相談等具体的活動の適切
な運営 , 活動体制づくり､ 活動記録 の保存が重要で あり､ 更 に平常時活動 へ の発展 に際し､
市町村保健師との連携､ 健康危機発生時の活動マ ニ ュ アル作成が重要となる ｡
3. 地理的特性 により特徴的な保健所保健師の機能 ･ 役割の検討
■ へ き地で は､ 健康危機発生時の｢情報収集と情報交換+｢診療所対応や避難の優先順位の判断
へ の 支援や被害者 ･ 高齢者等 へ の対応+｢医療体制づくりや避難地域等 における関係者 ･ 関係
機関との連携体制づくり+｢活動評価+ならびに平常時の｢健康危機管理に関係する地域診断の
ための 情報収集+｢研修の企画+ ｢診療所との連携や住民との共同等の体制づくり+ が重要とな
る ｡ 人口密集地域で は､ 健康危機発生時の ｢応援者の総合調整+ ｢適切な情報提供と相談体制
の 確立+ ｢被害者へ の 支援管理 システ ム の構築+ ｢継続支援に向けた人間関係の構築と実行
可能な支援手段の提示+ ｢居 ･ 食 ･ 職を含 めた 総合的な生括支援と多様な支援方法の組み合
わせ+ な らびに平常時の ｢日常業務 に基づく医療機関､ 福祉施設等関係者との協力関係づく
り+ ｢地域住民 との協働に よる地域の 支援体制づくり+ ｢商工会議所､ 企業との 連携による健
康危機管理の 体制づくり+ が重要となる ｡
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(研究要旨つ づき)
4 . 地域の健康危桟管理 にかか わ る保健所保健師の現任教育の あり方の検討
保健所職員､ 自治体職員と して の 健康危機管理研修に加え , 保健師現任教育の 一 環で ､ 健康危
機管理に対する保健師職能 と して の 役割認識を深める教育 プロ グラム の提供 の必要性が明らか
となり､ ｢保健所保健師の 健康危機管理研修プロ グラム案+ を作成した｡
5 . 地域の 健康危機管理 にお ける保健所保健師 の活動に方向付けを与 える マ テ リアル に つ い て
の検討
｢地域健康危機管理 ガイ ドライ ン (地域にお ける健康危機管理 の あり方検討会)+ に基づ き作成
した r健康危機管理 チ ェ ッ クリス ト+ とは別に保健所保健師 (管理職以外) が使用す るチ ェ ッ ク
リス トを作成する こ とは , 健康危機に対処する上で 障害 となる恐れが強く ､ 保健所保健師用に限
定 したチ ェ ッ クリス ト作成の 必要性 は基本的には無い こ とを確認した0
また､ 本研究珠の 3年間の 成果物として保健所保健師の 活動指針の作成の意義 ･ 内容につ い
て 保健所保健師を含む 保健所関係者と 3回の 協議の 場をもち検討した｡ そ の結果 ､ 健康危機管理
へ の対応では保健師は保健所チ ー ム の 一 員 として活動するが､ 組織活動が有効に機能するために
は ､ 保健師職能 として基本 となる能力の発揮が重要で あり ､ そ の点で活動指針作成の 意義がある ｡
さらに健康危機の 多様性 を踏 まえた内容 ､ 大規模災害へ の対応の 観点 ､ 保健師職能 として特徴的
な対応 ･ 能力､ 保健師の現任教育の 内容 を精錬し , 活動指針 に反映させ る必要性を明らか に した｡
分担研究者
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A. 研究目的
本研究は､ 保健所 を中核 とする地域の 健康危機
管理において ､ 保健所保健師の 果たす べ き固有の
機能 ･ 役割 を明らか にする こ とを目的 とするもの
で ある｡
近年､ 全国的に ､ 様々 な健康危機が発生 して い
る ｡ 保健師は保健所組織の 一 員として ､ 他の 専門
職と協働 して , 地域住民の 生命 ･ 健康 ･ 生活を守
る役割を担っ て い る ｡感染症 ･食中毒 の集団発生､
自然災害, 汚染物質の 流出等 の事故 ･ 事件 の健康
危機に対 して ､ 発生時の 対応 はもちろん の こと,
危機発生に備えた平常時の予防活動に つ い て も数
多くの 実践活動報告がみられ る｡ しかし保健師の
機能 ･ 役割につ い て ､ 健康危機管理の概念 を踏 ま
えた知見の 抽出並びに概念整理は充分に成 されて
い ない 現状 にある ｡
本研究で は､ 健康危機発生時の 対応 ､ 被害か ら
の 回復 へ の 対応はも とよ り､ 平常時の予防活動 に
お ける保健所保健師の 活動実態を詳細に調べ る こ
とから, 地域の健康危機管理にお ける保健所保健
師の機能 ･役割を実証的に解明する こ とを目指す｡
本研究の成果 により､ 現代の保健所保健師に求
められる資質を明らかに し ､ 保健師の教育並びに
活動条件づくりに貢献する資料を提示 したい と考
える ｡
本研究で は ､ 上記の目的を追究する ため､ 以下
の 5つ のテ ー マで研究を行っ た｡
1 . 健康危機管理 に対す る保健所保 健師等の 活
動実態の検討
2. 健康危機管理 の 種別 に より特徴 的な保健所
保健師の機能 ･ 役割の検討
3 . 地理的特性 により特徴的な保健 所保健師の
機能 ･ 役割の検討
4 . 地域の 健康危機管理 にか か わる 保健所保健
師の現任教育 の あり方の 検討
5 ･ 地域 の 健康危機管理 に お けろ保健所保健師
の活動 に方向付けを与える マ テ リ アル に つ
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い て の検討 ･
B. 研究方法
1 . 健康危機管理に対す る保健所保健師等 の活動
実態の検討
次の 5つ の調査 により, 健康危機管理 における
保健所保健師の活動実態を調 べ た｡
1) 保健所保健師の健康危機管理に対する活動体
制 ･ 活動実態に関する全国調査
健康危機管理に対する保健所保健師の 活動実態
を全国的な規模により検討する こ とを目的に ､ 全
国57 6保健所に対 して調査票を用い た郵送調査 を
行っ た ｡ なお調査票の質問項目は, 本研究班によ
る分担研究 ｢健康危機管理の種別 により特徴的な
保健所保健師の機能 ･ 役割 の検討+(後述) による
調査結果から質的 に明らかにな っ た内容に基づき
作成した ｡
2) 県単位でみ たときの保健所保健師等の 健康危
l
機管理 の活動実態調査
健康危機管理 に対する保健所保健師の活動実態
を､ 県単位の規模により検討する こ とを目的とし
た ｡ ひ とつ は､ 島根県所属の 全保健師 76名を対
象に ､ 過去に経験した健康危機管理事例 を通 して
の 問題点や改善方策 , 平常時 ･ 緊急時 ･ 復興時に
おける保健師の役割につ いて ､ 調査票 を用い た郵
送調査 を行 っ た｡ もうひ とつ は保健所保健師の健
康危機管理に対する意識を同県内の 市町村保健師
のそれ と比較する こ とにより機能 ･ 役割の特徴を
検討する ことを目的に ､ 平成16年1月現在, 滋賀
県内にお いて県もしくは市町村 の職員として勤務
して い る保健師全員を対象者とし ､ 調査票を用い
た郵送調査を行っ た｡
3) 市町村保健師の 健康危機管理機能に関す る実
態調査
健康危機管理に関わる市町村保健師の活動実態
を検討するために ､ 7道府県 を選定し､ 保健所を
設置 しない654市町村におい て 最も管理的立場に
ある保健師に対 し､ そ の保健師が知る範囲で の健
康危機 へ の対応の 経験 と平常時の 防災に関する取
り組み につ い て ､ 調査票を用 いた郵送調査を行 っ
た｡
4) 保健所の企画調整部門保健師の 健康危機管理
に対する機能 ｡ 役割 の検討
保健所 の企画調整部門所属保健師の健康危機管
理 における機能 ･ 役割の 特徴を明らかにするこ と
を目的 に､ 活動内容､ 活動に対する評価 ･ 課題 ､
意見につ い て , 3県 t 4保健所の 保健師5名を対
象 に面接調査 を行 っ た｡
5) 地域の 健康危機管理 にお ける保健師の活動に
関する文献検討
国内外 に公表されて い る文献資料から ､ 地域の
健康危機管理 における保健師の活動を調 べ ､ 保健
師が対応して い る危機の内容､ 危機の 時期､ 活動
内容を明らかにする こ とを目的 とした｡ 文献の 選
定は､ 保健師の 実践につ い て記載の あるもの とし ､
国内文献は ､ 地域保健法制定以降の 195 年 -
2002年 を対象に ､ 保健師 ･ 健康危機管理 ･ 自然災
害 ･ 感鞄症 ･ 食中毒 ･ 汚染物質流出事故をキ ー ワ
- ズ として ､ 医学中央雑誌による検索､ 保健婦雑
誌 ､ 地域保健､ 生活教育､ 公衆衛生情報､ 日本公
衆衛生学会抄錬集 ･ 学会誌､ 都道府県単位の公衆
衛生関連学会等集録の 総覧により選定した｡ 外国
文 献 は ､ 1983- 2002年 を 対 象 に ､ dis a ste r
n u r sing ,infectio n co ntr ol n u rsing, c o m m u nity,
public he alth n u rsing を キ
- ワ - ズと し て
CI N A H L による検索に より選定したo
2. 健康危機管理の種別により特徴的な保健所
保健師の機能 ･ 役割の検討
感染症集団発生､ 自然災害､ 人体 ･ 環境へ の汚
染物質等流出のそれぞれに つ いて ､ 近年発生した
健康危機事例を選定し,
1
■そ の事例へ の対応た直接
携わ っ た保健所保健師等を対象に､ 健康危機発生
から平常時移行まで の保健師の経略的な活動内容
および判断 ･ 意図 ､･ 自己評価内容に つ い て ､ 面接
調査及び関係資料閲覧により詳細なデ ー タを得た ｡
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3. 地理 的特性によ り特徴的な保健所保健師 の
機能 ･ 役割の検討
へ き地 の健康危機管理体制づくりにお ける保健
所保健師の機能 ･ 役割を検討する こ とを目的に ､
全国の へ き地診療所9 2 4施設を対象に ､ へ き地診
療所看護職の 健康危機管理 に関わる活動経験 と健
康危機管理体制に対する認識等に つ いて 調査票を
用いた郵送調査調を行っ た ｡ 加えて へ き地診療所
看護職 3 名, 管轄地域 に へ き地を有する都道府県
保健師 2名 ､ 災害拠点病院の看護管理者5名の軽
10名を対象にグル ー プイ ンタビ ュ ー ､ 個別面接調
査 ､ 質問航を用い た調査を行 っ たo
人口 密集地域における健康危機管理の 特徴 を明
らかに し ､ それを通 して健康危機管理 における保
健所保健師 の機能 ･役割を考察する こ とを目的 に,
医学中央雑誌 Web版 (1995 年 -20 04年) から選
定した 26 件の文献検討ならびに保健所保健師,
保健所長を含む3名の 関係者 へ の経験聴取 を行 っ
た｡
4 . 地域の健康危機管理にかかわる保健所保健
師の現任教育の あり方の検討
保健所を拠点とする地域の健康危機管理活動
の 推進に責献する保健所保健師の 現任教育の
あり方を検討し , そ の 具体的方法 を提案する こ
と を目的とした ｡①地域の健康危機管理 に対する
保健師の活動実態調査結果に基づく現任教育に盛
り込む ぺ き内容要素の整理 ､ ②健康危機管理 に関
連して現存する現任教育 ･ 研修に つ い で情報収集
と整理 ､ ③ ①及び②を踏 まえた､ 地域における健
康危機管理に関わ る保健所保健師現任教育プロ グ
ラム開発, の手順 により､ 現任教育の あり方､ 方
法に つ い て検討 した｡
また諸外国にお ける地域 の健康危機管理体翻と
看護職の機能 ･ 役割に つ いて の参考資料を得るた
め, 英国の 医療機関におい て 院内感染対策を管理
す る看護師 (インフ ェ クシ ョ ンコ ン トロ ー ルナ ー
ス) と面会 して活動の実際につ いて情報収集を行
い ､ 日本では十分に確立されて いな い 院内感染対
策における専門看護師の活動から､ 健康危機管理
に対する看護職の 役割 ･ 機能 につ い て検討した｡
合わせて ､ 台湾におい て SARSの集団発生 へ の対応
に関わ っ た公衆衛生看護師等 へ の 面接調査 を行 い ､
台湾 にお ける地域 の 健康危機管理体制に つ い て調
べ た｡
5 . 地域の 健康危機管理 における保健所保健師
の活動に方向付けを与える マ テリアル に つ いて
の検討
1) 保健所保健師が使用す べ きチ ェ ッ クリス トの
検討
厚生労働省の ｢地域 における健康危機管理 の あ
り方検討会+ の ｢地域健康危機管理ガイ ドライ ン+
に基づき作成された ｢健康危機管理チ ェ ッ クリス
ト+ は既に国立保健医療科学院の健康危機管理支
援システ ム の ウ ェ ブ ･ サイ トにも掲載されて おり
有用性が実証されて い る . このチ ェ ッ クリス トを
保健所保健師が使用す べ き内容 に改定できるか否
かを検討する こ とを目的 と して ､ 種々 の 観点から
検討を加えた｡
2) 保健師独自の マ ニ ュ アル に盛り込むべ き内容
の検討
健康危機の対応事例の中か ら､ 保健師にみられ
た特徴的な判断や行動を抽出し､ それをも とに保
健師独自の マ ニ ュ ア ルに盛り込む べ き内容を検討
した｡
3) 地域の健康危機管理に おける保健所保健師の
活動指針の検討
本研究班の 3年間 の研究成果を , 地域の健康危
機管理における保健所保健師の活動指針の 形で産
出したい と考え､ 活動指針 (秦) を作成した｡ こ
の 活動指針(秦)に つ いて ､ 保健所保健師を含む ､
各地の保健所関係者 と協議を3回行い , 精錬す べ
き内容を検討した｡
C. 研究結果
1 . 健康危機管理 に対する保健所保健師等 の活動
実態の検討
1) 保健所保健師の健康危機管理に対する活動体
制 ･ 活動実態に関する全国調査
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宮崎らは, 健康危機管理 に対す る保健所保健師
の 活動実態 を全国的な規模に より検討する こ とを
目的に ､ 全国 5 76保健所に対して自記式質問紙に
よる郵送調査を行 っ た｡ そ の結果 ､ 3 80保健所よ
り回答 を得た(回収率66.O
l
%)｡ 9割以上 の保健所
におい て感染症 の分掌部署 に保健師が配置され ､
そ の他 に ｢総務+ ｢企画+ の担当部署 に保健師が配
属 して い る こ とから自然災害 ､ 汚染物質 の流出等
事故 ･ 事件を分掌す る立場 にある こ とが明らか に
な っ た｡ 過去 3年間に保健師の 関与 した 健康危機
事例の 経験 は､ 回答保健所総数(380)に対 して ､ 感
染症5 0.2% , 食 中毒20.5% ､ 自然災害11.3% ､
汚染物質の流出等事件 ･ 事故 6.1% であ っ た｡ 危
機発生時の 保健師の 活動内容を項目別の 実施率で
み る と ､ 被害者に対する ｢健康調査票の 準備 ･ 作
成+ ｢健康調査 の実施+ ｢個別の 相談による不安 ･
混乱の受 けとめ ･ 精神的支援+｢個別 の相談によ る
健康管理 へ の 教育+ は､ 感染症､ 食中毒 ､ 自然災
害, 汚染物質の 流出等の事故 ･ 事件の 各健康危機
のいずれにおいて も他項目に比 べ て高い実施率を
示 した ｡
平常時の活動 ｢あり+ と回答した保健所は､ 感
染症 ･ 食 中毒73.7%､ 自然災害25.5 %､ 汚染物貿
等の流出等事故 ･ 事件9.7% であり､ 平常時の 活
動内容 と して , 関係者に対す る教育 ･ 啓発 ､ 模擬
訓練, 関係機関の 協議の場 の創設及び協議の実施
におい て健康危機 の 各種別 に共通性がみ られた ｡
2) 県単位で みたときの保健所保健師および市町
村保健師の健康危機管理の 活動実態調査
藤本らは､ 島根県 の全保健師 76名を対象に ､
過去に経験した健康危機管理事例を通して の問題
点や改善方策 ､ 平常時 ･ 緊急時 ･ 復興時 における
保健師の 役割に つ いて , 調査票を用 い た郵送調査
を行 っ た. そ の結果 , 46名から回答 を得た(回収
率 60.5%)｡ 健康危機管理事例の経験者は 39 名
(84.8%)で あり､ 勤務年数10年未満で は回答者の
2 5%が ､ 10年以上 では 94.5%が経験 して いた ｡
勤務地保健所における経験事例の 内容は､ 地震や
水害の ｢自然災害+(64.1%)､ ｢食中毒の集団発生+
(6 1.5%)､ ｢感染症の 集団発生+(59%)｡ その他 に
油流出汚染､ 学校給食 へ の調髪剤混入事件があっ
l
た｡ 勤務地保健所にて発生した健康危機管理事例
の 中で ｢自然災害+ ｢感染症 の集団発生+ ｢毒物混
入+ に対 し保健師は 10 0%が関与して いたが､ 食
中毒の 集団発生や有害物質の汚染には関与 しない
場合もあっ た ｡
保健所保健師が役割を果たすため必要な事項と
して 回答があっ た内容は､ 平常時 に対 して は､ ｢健
康チ ェ ッ ク票等保健指導に 関す るもの の整備+｢日
頃か らの 健康危機管理に関する情報提供+ ｢関係機
関の 連携体制の 把握+｢市町村災害体制の把握等連
携体制の整備+ であ っ たc 緊急時に対 して は､ ｢健
康情報把握+ ｢関係機関 との情報共有+ ｢市町村保
健師との連携窓口+ ｢住民の不安の緩和+ で あり､
復興時 に対 して は｢住民に対する心の ケア+｢地域
にお ける健康危機管理の 問題点の整理+｢市町村保
健師との連携窓口+ であ っ たo
また現体制におい て健康危機管理対応 として 重
要と回答の あ っ た内容は､ ｢健康危機管理事例対応
の保健指導マ ニ ュ アル作成+｢健康危機管理マ ニ ュ
アル作成+ ｢保健師等研修+ 等であ っ た｡
また藤本らは､ 健康機器管理 における保健所保
健師の役割を市町村保健師の 役割と比較する こ と
を目的として ､ 平成16年1月現在 , 滋賀県内にお
いて県も しくは市町村の職員 として勤務して いる
保健師全員 を対象者とし ､ 意識調査を実施した(回
収率県保健師62. 5% ､ 市町村保健師67. 9 %)｡ そ
の結果 ､ ①滋賀県内において は､ 市町村保健師の
方が経験が若く､ 健康危機事例 へ の遭遇程度も低
か っ た . (診県保健師よりも市町村保健師の方が健
康危機に関する個別の マ ニ ュ アル
■
を期待して いた
ことが明らか にな っ た｡
3) 市町村保健師の健康笹機管理機能に関する実
態調査
牛尾 らは､ 健康危機管理に関わる市町村保健師
の 活動実態を検討するために､ 7道府県を選定し ､
保健所を設置しない654市町村において最も管理
的立場にある保健師に対 し､ その保健師が知 る範
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囲での 健康危機 へ の 対応の 経験 と平常時の 防災に
関する取り組 剃こつ いて 調べ たo そ の 結果 388市
町村 (回収率5 9.3 %) より 回答 を得 た｡ 約 5割の
市町村保健師は何らか の健康危機事例を経験 して
そ の 対応を担 っ て怠 り､ 活動内容と保健所から受
けた支援の 内容及び保健所に対する役割期待の 内
容が明らか にな っ た ｡ また, 市町村地域防災計画
にお ける市町村保健.師
の位置づけ､ 地域防災計画
策定 ､ 防災訓練及び 自主防災組織 へ の 市町村保健
師 の関与状況などが明らか になっ た ｡
4) 保健所の 企画調整部門保健師の健康危機管理
に対する機能 ･ 役割の検討
宮崎らは､ 3県 ｡ 4保健所の企画調整部門所属
の 保健師5名に面接調査 を行 っ た｡ その結果 , 健
康危機管理の事務分掌は危機 の種別に より異な っ
ており, またさ らに各県 によ っ て企画調整部門が
分掌する内容も異なる状況があっ た ｡ 調査結果を
共通事項 ､ 県 により特徴的な事項を含め , 整理 し
た結果 , 企画調整部門保健師の 健康危機管理発生
時の 活動内容には､ 企画調整担当課 の 事務分掌に
畢づい た活動と ､ 活動を行う上で の他機関､ 他部
署等 との 協働による活動 , 危機対応担 当課の 応援
活動があ っ た ｡ 平常時の活動内容には､ 企画調整
担当課の事務分掌に基づ い た活動 , 他機関 , 他部
署との 協働による活動 ､ 保健師職能の活動の 質を
高められる ような経験知の伝達､ 活動内容の質向
上 ･ 改善のための研究的取り組みが あっ た ｡
企画調整部門の 保健師が活動成果 として 自己評
価して い る点は､ 危機発生時の 各部署からの情報
収集 ･ 活動の集約 ､ 資料化 ､ 対象の必要性に応じ
た時期 ･ 内容の研修会 の企画 ･ 実施等で あっ たo
一 方今後の 課題 として保健師が認識して い る こ と
は､ 初動体制の立ち上 げに必要な職種や経歴 を考
慮 した配置の 計画､ 地域防災計画の 受持地域 へ の
当てはめによる理解､ 危機の種別 により偏りの あ
る平常時対策の改善､ 市町村保健師が業務中心 の
体制で 活動する状況が多い なかで ､ 危機発生時の
保健精勤の受け入れ基盤となる地域住民 と市町村
保健師との 関係形成の促進等が挙げられた｡
5) 地域 の健康危機管理 における保健師の 活動 に
関す る文献検討
宮崎らは, 国内文献 280件､ 外国文献 2 6件を
選定 し､ 内容を検討 した ｡ そ の 結果 ､ 国内文献に
お ける健康被害の 種別は ､ 自然災害 85件 ､ 感染
症 ･ 食中毒 189件, 汚染物質 ･ そ の 他 6件で あ っ
た｡
自然災害の うち､ 地震が 7 1件と多くを 占めて
おり, その 他に水害 ､ 火山噴火に対す る報告がみ
られた｡ また感染症 ･ 食中毒の うち , 結核が 139
件と多くを占めて お り､ そ の他に細菌性赤痢､ パ
ラチ フス ､ 腸管出血性大腸菌感染症 , 麻疹､ セ ラ
チア菌, 折癖､ H IV､ サルモ ネラ に対する報告が
あ っ た｡ 汚染物質 ･ そ の 他は 4件 あり､ 重油流出､
工場有毒ガス汚染､ 化学薬品工場爆発､ 放射線汚
染､ トンネル崩壊事故､航空機炎上事故で あ っ た｡
また外国文献にお ける健康被害の 種別は､ 自然
災害6件､ 感染症 16件､ 汚染物質 ･ その他 4 件
で あっ た ｡国内文献に記載の あっ た保健師の 活動 ､
外 国文献に記載の あ っ た地域看護職の活動をみる
と , 初動期､ 対応期 ､ 回復期 ･ 復興期こ 平常時の
それぞれ に対 して 実践活動が成されて い るが , 特
に外国文献より､ 自然災害及び事故発生に対する ､
復興期以降の 継続的な地域住民 へ の精神支援並び
に緊急時に備えた計画策定が重視 さ れ 感染症に
対 して は､ 予防接種対策並びに予防教育等の 平常
時の活動が重視されて い た｡
2 . 健康危機管理の種別に より特徴的な保健所
保健師の 機能 ･ 役割の検討
1) 感染症集団発生
宮崎らは ､､ A県 におい て ､ 感染症の 集団発生 へ
の対応に豊かな経験を有する保健所保健師6名か
ら､ 保健所保健師の機能 ･ 役割を発揮できたと考
えられる近年の 対応事例の 紹介を依頼し､ 腸管出
血性大腸菌感染症3事例､ 細菌性赤痢1事例 ､ A
型肝炎1事例お よび原因不明1事例 を調査対象 と
した ｡ 初発者の所属集団は､ 大学､ 有料老人ホ ー
ム ､ 保育所､ 幼稚園 ､ 知的障害児施設､ 精神病院
で あっ た｡ 各事例 に つ いて 各保健師に面接聴取 を
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行 っ た 結果 ､ 活動期間を通して ､ 患者 ･ 家族 ､ 接
触者､ 施設職員､ 医療機関､ 市町村､ 県関係部署
の それぞれ と直接的なかかわりを持ちながら活動
を進め て い る こ とに保健師の 行動の 特徴があ っ た｡
初動期におい て は､ ｢感染症発生の 把握+ ｢初動調
査+ ｢説明会及び接触者 へ の調査+ ｢調査結果 の検
討+ ｢活動の体制づく り+ の 役割 を担 っ て い た｡ ま
た対応期で は､ ｢住民 へ の 直接対応+ ｢患者管理+
｢治療 の質保証の ための 管理体制づくり+ ｢関係者
との協働+ ｢市町村 へ の 技術支援+ ｢情報公開 へ の
対応+｢所内職員の メ ンタルヘ ルス の 確保+ の 役割
を担っ て い たo さ らに終息後の平常時 におい て は､
｢終息後の 対象集団 へ の 精神的支援+｢管内の健康
危機管理に つ いて の ネッ トワ - クづくり+ の役割
を担 っ て いた｡
また今後の課題 と して ､ ｢地域内の ハイリスク集
団に対する 日常的な予防活動+｢01 5 7 の喫食調査
から捉えた住民の食生活実態の 育児相談指導へ の
応用+｢平常時か らの医療機関 ･ 施設 との連携 ･ 関
係づくり+｢経験事例を通して の 市町村 へ の 感染症
教育+ ｢病院 ･ 施設 へ の 立ち入り検査の機会 を活用
した教育+ ｢感染症マ ニ ュ アル の整備+ ｢経験事例
を用い た所内での シミ ュ レ ー シ ョ ン研修+ ｢危機管
理業務 の実績の残し方+｢職員配置 の 問題+が挙げ
られた｡
松永らは､ 感染症発生時 へ の対応に豊かな経験
を有す る保健師7名 を対象 に した座談会､ ならび
に県の感染症対策担当官1名､ 直近 3年以内に集
団発生を経験 して い る県保健所長 2名､ 保健所に
勤務する検査技師2名, 保健所 において感染症発
生時の対応経験をもつ保健師4名による座談会を
そ れぞれ 1回行い意見を聴取 した ｡ そ の 結果 ､ 保
健師が感染症 へ の対応において心がけて い る事項
は､ 第 一 報受理時及び初動対応 として ､ 必要な情
報を漏れ の ない ように藤実に取 る こ と､ 患者 ･ 関
係者に不安を与えない こ と及び不安の 除去 ､ プラ
イバ シ ー の保護と人権へ の配慮､ 所内関係各課の
連携と役割分担､ 対象の 特性や生活状況 に合わせ
た援助､ 事件終息時に結果のまとめ と評価を行い ､
地域や関係機関に遭元する こ とによ る再発予防に
整理された ｡ また平常時の 対応として , 所内関係
各課及び関係機関との連携協力体制の構築 ､ 保健
所内の連絡体制の 整備､ 集団を対象 とする施設 へ
の 啓発普及 ､ マ ニ ュ アルに基づ い たシミ ュ レ - シ
ョ ンの 実施 ､ 死亡届等人口動態 の分析か ら地域の
健康問題を つか む こ とに整理 された｡ 保健師の 役
割と して ､ 疫学調査 ､ 保健指導, 地域特性を踏ま
えた効果的な危機対応 ､ 患者を取り巻く関係者 ･
関係機関相互 の コ ー ディネ ー トがある ｡ 課題 とし
て は健康危機管理対応部署が専任部署で はなく ､
危機発生時 には他業務が後回しになる ことが挙げ
られ た｡
2) 自然災害
春山らは, 2地域の 豪雨災害を調査対象と し､
災害 へ の対応 にかかわっ た保健所保健師2名 , 各
市町村保健師 3名 ヘ 面接聴取した｡ そ の結果 ､ 保
健所保健師は､ 被災地域の 応援体制づくり, 避難
所保健活動の実施､ 難病 ･ 精神障害者 ･ 結核等保
健所の支援対象者や要医療者の安否確認と医療の
確保 , 市町村保健師及び職員の 健康管理 ･ 精神的
支援､ 被災住民の精神的支援や生活不安 ヘ の支援､
医療班やボランティ アの活動状況の把捉と連携体
制づくり､ 市町村が平常業務 ヘ 移行するための支
援､ 管内の健康危機管理体制の 整備にお いて 機
能 ･ 役割を果た して いる こ とが明らかとな っ た｡
保健所保健師の役割に関する課題 として , 2地域
に共通して いた内容は､ ｢災害時保健精勤における
保健所と市町村の連携体制づくり+｢保健所の役割
につ い て の管内市町村上層部の認識促進や保健師
の資質向上等 , 管内市町村の災害時活動体制づく
りの ための支援+ であっ た ｡
牛尾 らは､ 有珠山噴火災害を調査対象とし､ 災
害発生当時の市町村支援担当の保健所保健師､ 最
も被害の大 きかっ た町の リ ー ダ - 保健師に面接聴
取 を行っ た｡ その 結果 ､ ..保健所保健師は､ 保健所
が管理して い る対象者の安全避難の確認, 避難所
の保健 ･ 医療 ･ 生活 ･ 環境の ニ ー ズ把握のための
情報収集､ 収集した情報の分析とそ の結果必要な
対策を浮き彫り七するための資料化と情報発信､
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避難所保健活動の 組織化 ,避戴所保健活動の 実施 ､
被災後 の市町村保健師活動 の支援､ 保健師活動を
振り返り評価 を共有する こ と､ 被災後q)心 の ケア ､
につ い て機能 ･ 役割 を果た して い る こ とが明らか
とな っ た｡ 保健所保健師の役割に関す る課題 と し
て ､ 保健活動の 必要性 と保健師役割に つ いて の 市
町村役場組織内で の 認識促進 , 災害時 の ハ イリス
ク者の 判断基準と把握方法の明確化 , 災害時保健
活動 における市町村保健師の 活動支援, 災害時の
保健活動体制づく り ､ 災害発生時 に怠 ける保健所
内他職種 とのチ ー ム ワ ー ク ､ 災害発生時における
他機関専門職等 との 協働 ､ 市町村職員 (特に保健
師) の 心身の健康管理 , 保健師の 専門性に立脚 し
た ニ ー ズ把握 に基づく活動の 先導役割が明らかと
な っ た ｡
牛尾らはさらに ､ 豪雨災害 と火山噴火災害にお
ける保健所保健師活動事例 につ い て ､ 保健所保健
師が果たした役割と課題を比較し､ 自然災害発生
時 にお ける保健所保健師の機能 ･役割を検討した｡
そ の結果 ､ 火山噴火災害事例で は､ 豪雨災害事例
に比 べ て ､ 避難生活が長期に及び避難住民の ニ ー
ー ズが多様に出現する こ とを想定 し､ 初動調査時の
情報収集方法の標準化につ い て検討 したり､ 医療
班 ､ 地元医療機関, 精神科専門チ ー ム , 福祉関係
者等 ､ 多様な職種と連携を取 っ たりする特徴がみ
られた｡ また火山噴火災害事例で は避難所閉鎖後
も被災による住民 へ の影響に対 して市町村保健師
と協働 した対応が行われて い た｡ これに は市町村
役場自体が被災し機能にダメ ー ジを負っ た ことが
影響して いた｡ 保健所保健師の役割に関す る課題
に つ いて , 両事例に 共通して い た内容は, 被災時
の保健活動 の必要性と市町村保健師の役部につ い
て の市町村役場組織の 認識促進 , 保健所内の活動
体制づくり､ 他機関との 連携体制づくりと協働 ,
市町村職員の心身の健康管理, 被災住民 へ の長期
的支援, 災害時の ハイリス ク者の判断基準と把握
方法の 明確化で あっ た｡
3) 汚染物貿等鋳出
錦織らは､ 過去5年間に発生 した事故を対象 と
し ､ 臨界事故によ る放射線中性子流出､ 工場爆発
によ る ヒドロ キ シル アミ ン流出､ タ ンク ロ ー リ ー
車 にて運搬中の希硫酸流 出の 3事例を選定 した｡
危機発生当時中心 とな っ て活動した3保健所の 保
健師5名に対 して面接聴取 を行っ た ｡ そ の 結果 ､
流出原因物質 に対す る知識の 乏しさが初動行動に
最も影響 を及ぼして い た｡保健師 の判断 ･ 対応は､
発生時及び時間の経過に応 じて効果的か つ効率的
となり ､ 住民の不安解消 の 一 助にな っ て いた . 特
に健康相談等 の住民に対する直接活動 に伴う人員
等の 確保と配置 ､ 町村保健師 の 日常業務 との 調整 ､
健康相談活動の 設営 に関する配慮等 , 全体を把握
し先の見通 しをもっ て取り組む とこ ろ に保健所保
健師 の機能が発揮できて い たo 一 方､ 組織人 とし
て の立場上 ､ 上 司や他課 との 連携などの課題も明
らか とな っ た｡ また錦織らは さらに ､ 健康危機発
生を経験 した市町村保健師に半構造化面接を行 い ､
危機発生時における市町村保健師と して の 役割意
識及び保健所保健師 へ の 期待や要望を明らかにし､
保健所保健師の役割 ･機能との整合性を検証した｡
市町村保健師側の認識か ら, ①危機発生に対して
無防備な日常の活動体制､ ②市町村保健師が取る
べ き行動と指示された行動 とのギャ ップ､ ③当時
の活動を振り返 っ て の 自己評価と して住民の 不安
を受け止め る余裕の なさ ､ 行動の 計画性の不足 ､
不十分な情報収集力に対する課題 ､ ④保健所 との
連携やス タ ッ フ との 連携に 関するス ト レス ､ ⑤保
健所保健師へ の期待 ･ 要望として広域的ネッ トワ
ー クづくり へ の支援, より専門的支援 へ の期待､
⑥災害経験 のその 後の活動 へ の影響, ⑦地域 に潜
在する健康危機の可能性に つ い て ､ 実態が明らか
になっ た ｡
3 . 地 理的特性に より特徴的な保健所保健 師の
機能 ･ 役割 の検討
1) へ き地
春山らは､ 全国の へ き地診療所 924施設を対
象に した調査結果から (有効回答率 45.6 %)､ へ
き地の健康危機管理体制づくりにおいて考慮すべ
きこととして , ①多数の患者を想定した医療体制
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で はない 状況 ､②地理的状況から､ 被災した場合 ､
孤立する可能性がある こと､ ③後方支援病院や救
急医療病院等 へ の搬送 に困凝が生 じる可能性があ
る こ と､ ④被災者には高齢者が多 い こ とが想定さ
れ る こ と, ⑤その 地域 に特徴的な健康危機の 発生
(自然環境､ 観光地 ､ 原子力発電所等) が想定さ
れ る こと､ の 重要性を明らかに した ｡
さら に春山らは ､ へ き地診療所看護職3名, 管
轄地域に へ き地を有する都道府県保健師2名, 災
害拠点病院の管理的立場 にある看護師 5名の計 1
0名を対象に ､ グル ー プイ ンタビ ュ - ､ 個別面接
聴取, 質問紙調査を行っ た｡ その 結果 ､ へ き地に
おける保健所保健師の活動方法として考慮す べ き
活動方法は, ①多数の患者 を想定 した医療体 掛こ
な っ て い ない ことに関連した活動方法, ②地理的
状況から被災した場合､ 孤立する可能性がある こ
とに関連した活動方法､ ③後方支援病院や救急医
療病院等 へ の搬送 に困難が生 じる可能性がある こ
とに関連した活動方法 ､ ④高齢者へ の 対応 に関連
した活動方法､ ⑤その 地域に特徴的な健康危機の
発生が想定される こ とに関連した活動方法 ､ ⑥ へ
き地で働く看護職の 健康危機管理の 意識を高める
必要性に関連した活動方法 ､ ⑦地域の健康危機管
理に つ い て へ き地で働く看護職が話 し合 い考える
場や機会づくりの必要性に関連した活動方法､ ⑧
健康危機発生時､ 地域住民と共に へ き地で働く看
護職が対応で きる体制づくりに関連 した活動方法 ､
⑨その他で ある こ とが明らかにな っ た ｡
2) 人口密集地域
宮崎らは ､ 文献検討ならびに保健所保健師､ 保
健所長 を含む3名の関係者 へ の経験聴取を行い ､
その結果, 健康危機が大規模化 しやすい都市部で
は､ - か所の保健所に健康危機管理機能･ 役割を集
中させ ､ 情報の 一 元化 , 支持命令系統の 明確化､
研修の充実などを可能にする広域的危機管理体制
の構築を目指して い る ことが多い o 一 時期に何百
人とうい人数 へ の対応を可能とする ような応援体
制の 導入とそのための 調整の実施､ 市民の混乱を
防 ぐため にも職員の対応方法の統 一 化 , 爆発的な
被害拡大を防止のために 二 次被害を強く意識 した
対応 ､ 正確な情報提供 と相談体制の確立 ､ プライ
バ シ - 保護を重視した対応 ､ 医療機関や福祉施設
等 の資源の 有効活用 ､ 家庭訪問に留まらない手段
の 組み合わ せ による個別支援実施が特徴 として挙
げられた ｡ また終生括者や日雇 い労働者を対象 と
した結核対策の取組み例 にみる ように ､ ①福祉事
務所や 小企業対策 における 商工担当課 ･ 他保健
所 ･ 医療機関など多くの 関係機関 と連携､ ②路上
生活者を対象 とした検診の充実 と健康教育, ③治
療中断 ･ 脱落者防止の ための 支援､ ④居 ･ 食 ･ 職を
含めた総合的な対策 を要す る ところに特徴の ある
こ とを明 らかにした｡
4 . 地域の 健康危機管理 にかかわる保健所保健
師の 現任教育の あり方の検討
牛屠 らは , 保健所保健師に必要となる知識 ･ 技
術 ･ 強化す べ き能力を検討 し､ 以下のように整理
した｡
健康危機管理に対して保健所保健師が強化 して
い かなければならない能力とは､ ｢感染症の病態や
感染予防の 知識+､ ｢大規模自然災害が人々 の心身
両面に及ぼす影響などの健康危機の 各簡域 ･ 種類
別に固有の知識+｢知識が必要とな っ たときに､ 自
ら求 めて入 手し､ それを有効に活用 して支援提供
で きる こと+ で ある ｡
健康危機が発生時には､｢混乱の中で も住民の ニ
- ズに関わる情報を的確に収集できる能力+｢捉え
た情報を整理 ･ 分析する能力+ ｢健康被害の拡大や
新たな発生を予測 し予防の ための対策を樹立で き
る能力+ ｢必要な対策の実施のた 桝こ関係者 を調整
し､ 組織化できる能力+｢人の 身体的精神的社会的
側面をも含めた健康状態をそ の人の 生活全体との
関連で診断で きる能力+ が求められ､ 保健所保健
師は - ス タッ フ の立場で あっ て も管理的な立場に
あっ て も､ 一 定の健康危機管理能力を有す る必要
がある Q
また現任教育のあり方を検討するため､ 諸外国
の 実情を調査 した ｡ 宮崎 ･ 牛尾は､ 英国の医療機
関におけるイ ンフ エ クシ ョ ン コ ン トロ ー ルナ ー ス
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(ICN) へ の 面接調査を行 っ た ｡ そ の結果 ､ I CN
は臨床微生物学教室の所属で ､ 微生物検査部と密
に連絡を取れる立場 にあり ､ 感染管理チ ー ムの 一
員 と して ､ 感染管理 のため の 各種 の実践の 規約を
作成､ 病院内外 の 関係者にイ ンタ ー ネ ッ ト､ パ ン
フ レッ ト､ 研修会等の 企画 ･ 実施 の ように ､ 平常
時にお ける関係者 へ の教育 に対 して極めて 重要な
機能 ･役割を果た して い る こ とが明らか にな っ た o
また春山らは､ 台湾 の SARS の集団発生 へ の 対応 に
かかわ っ た公衆衛生看護師 ら面接聴取 した｡ そ の
結果 , 日本の健康危機管理 にお い て保健所保健師
が果たすべ き重要な役割 ･ 機能 と して 示唆を受 け
た点は､ 平常期にお ける役割 ･ 機能で あ っ た ｡ 具
体的には, 国内外の感染症に関す る動向や流行し
て い る感染症の 知識を得て , 感染症 の予防活動及
び発生時の廟え とする こと ､ 市町村保健師や教育
部門､ 労働部門等との連携に より､ 国民 一 人 一 人
が感染症 へ の 関心を高め､ 感染症予防の ため の セ
ル フケアや環境を整えるための行動がで きる よう
にす る こと , また こ の ような ことを地域社会生活
の 中で纏進 して いけるようなボラ ンティ ア等 の 人
づくりをする こ と ､ 医療監視等の機会を積極 的に
一
括用 して ､ 医療機関や施設等 の感染症対策を確実
なもの に して いく必要性が明らかになっ た ｡ また
保健所保健師の 健康危機管理 に関す る教育研修体
制 ･ 内容 として ､ 管内の消防部門や医療機関等に
おける研修 ､ 医療機関や施設等を支援で きるため
の 知識 ･ 技術研修の重要性が明らかにな っ た｡
5. 地域の健康危機管理 における保健所保健師
の 活動に方向付けを与える マ テリアル に つ いて
の検討
1) 保健師用チ ェ ッ クリス トの 検討
藤本らは, 保健師用チ ェ ッ クリス トの必要性 に
つ いて検討 した｡ その 結果 ､ 健康危機管理 という
トッ プダウンで処理す べ き内容 に つ い て ､ 保健所
長用のチ ェ ッ クリス トとは別に保健所保健師 (管
理職以外) が使用するチ ェ ッ クリス トを作成する
ことは､ むしろ健康危機に対処する 上で 障害とな
る恐れが強い と考えられる こと､ また､ 保健所転
により詳細なチ ェ ッ クリス トとして 使用す るの で
あれば､ それ はチ ェ ッ クリス トの 範囲を超 え , い
わ ゆる ｢マ ニ ュ アル+ に相当す べ き
.
内容 となる と
し､ 保健所保健師用に限定 したチ ェ ッ クリス トを
作成の必要性は基本的 には無く ､ 既存の チ ェ ッ ク
リス トが利用で きる と結論づけた｡
2) 保健師独自の マ ニ ュ アル
錦織は､ 過去の危機対応事例 の検討か ら､ 保健
師独自の マ ニ ュ ア ル に盛り込 む内容 と して ､ (訓育
報収集力の 強化 に関する項目 ､ ②住民に視点をお
い た支援活動の 強化 ､ 予防活動の 充実 ･ 強化 , ④
市町村 の機能強化支援 ､ ⑤体制づくりの充実が､
健康危機管理マ ニ ュ アル に盛り込む べ き重要な項
目で ある こ とを明らかに した｡
3) 保健所保健師の 活動指針
宮崎らは, 地域の 健康危機管理における保健所
保健師の活動指針案) につ い て ､ 精錬す べ き内容
に つ いて各地の保健所関係者 (計 73 名) と協議
を行っ た結果 ､ 精錬す べ き内容は､ 活動指針の趣
旨の 明確化 , 健康危機の 多様性を踏まえた内容,
大規模災害 へ の対応の観点, 保健師職能と して特
徴的な対応 ･ 能力､ 経験 による学びを活か した現
任教育の内容, で ある こ とを明らかにした｡
D. 考察
1 . 健康危機管理 に対する保健所保健師等の活動
実態の 検討
全国調査の結果か ら､ 保健師の 役割 ･ 機能とし
て極めて特徴的で あっ たもの は , 危機発生の初動
期における被害者(接触者)へ の個別の対応で あ っ
た ｡ 援助者として人にかかわる保健師の機能 ･ 役
割を充分に活か して健康危機発生時の 活動 にあた
る ことが保健師に求められ る ｡ また平常時 の活動
に対 して県型保健所では ､ 市町村 へ の支援実施率
は低調であっ た｡ 平常時の活動 をより市民生活に
浸透させる方法 に対 して ､ 市町村保健師との 協働
を促進する必要が ある ｡
県単位における保健所等保健師の 活動実感調査
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結果から､ 保健所保健師の 機能 と して ､ ①早期か
ら継嘩的に地域住民の 健康状態を把握する こ とに
より､ 健康障害 の 早期発見ができる ､ ②地域の健
康情報を持ち帰り ､ 今後の 方針決定をするた めに
必要な情報を提供する ､ ③地域住民の 生活全般の
ニ
ー ズを把握 して , 関係機関 へ 情報提供をする ､
④難病や精神疾患 に対する支援､ 慢性疾患 に対す
る支援 をす る , 6)疾病に対する支援だけでなく被
災者(患者等)の 生活 を安心 し安全に過 ごせ るため
の 支援をす る ことで ある と整理 された . これらの
機能を保障するため には ､①マ ニ ュ アル を活用 し､
実地訓練を含む研修 を実施する こ と､ ②緊急時即
座に対応で きる具体的な保健指導マ ニ ュ アル作成
やチ ェ ッ クリス トの 作成をする こ と｡そ の際には ,
今まで の 経験を整理 しながら実践に活用できる内
容を検討す る こ と ､ (診緊急時には県 と市町村 ､ 外
部か らの応援隊や関係者 との 共同で 対応す るため､
活動 を継続し , 情報を共有する視点で , 引き継ぎ
書の 工夫や書式 の統 一 等の 整備をする こと､ ⑤危
l
機管理事例発生時には円滑な活動をするために ,
日常の 活動から市町村との 連携を強化する こ とが
必要で ある ｡
また県保健師と市町村保健師の活動経験を比較
した結果 ､ 市町村保健師の 方が経験年数が若く ,
健康危機事例 へ の遭遇頻度も低く ､ 健康危機管理
に関する個別の マ ニ ュ アルを期待す る傾向があっ
flo
また市町村保健師の健康危機管理 へ の 関与につ
い ての実態調査からは､ 市町村保健師の 5割は何
らかの健康危機事例を経験 してそれ へ の対応を担
つ て い る ことが明らかになっ た｡ 保健所から受け
た支援で 多かっ た内容は ､ 実態把捉の ための情報
収集､ 関係機関との 連携 ･ 調整で あり ､ 経験した
健康危機事例全体の 3割程度の自治体で支援を受
けたと回答した｡ 保健所に対する支援の 要望をあ
げた自治体はさ らに少なく､ 内容としては､ 初動
期 ･ 対応期における関係機関等との連携 ･ 調整や
再発防止と予防策に関する マ ニ ュ アル作成など健
康危機発生時 と平常時か ら備えに関する企画 ･ 調
整に対して支援の 要垂があが っ て い た ｡ また市町
村地域防災計画 にお いて , 保健師が配置されて い
る部署が担う とされて い る業務内容は､ 自治体 に
よ っ て ばら つ きがある こ とが確認され た｡ 中でも
保健師がそ の専門性を活か して担う役割 と して申
し合わ せを作成 してい る自治体は少なかっ た｡ 地
域防災計画策定や防災訓練､ 自主防災組織 へ の 市
町村保健師の 関与はそれほ ど高くなか っ た｡ しか
し ､ 災害弱者のリス ト化や平常時か らの保健医療
福祉機関との連携体制構築 ､ 住民同士 の支え合い
の強化 ･ 支援など､ 市町村保健師だか ら こそ実施
で きる健康危機管理 に対す る平常時の 備えの 活動
を意識して行 っ て い る状況が明らか にな っ たQ
また保健所の 企画調整部門所属の 保健師 へ の調
査結果か ら ､■企画調整部門所属の保健師の 健康危
機管理における機能 ･ 役割には､ (丑組織的な対応
を導く ､ 必要情報の 集約および資料化等による課
題の明示､ ②健康危機に対する予防対策の企画 ､
の 2つ があると考えられ る｡ これらの保健師の機
能 ･ 役割 を発揮するために求められ る能力及び重
視す べ き情動は , ①今後起こり得る健康被害を予
測す る能力 とそ のために｢現場の 声を聞く+こ と､
(卦危機の 種別 ･ 業務分担 ごとで はなく包括的な視
点で課題 を分析する能力, ③他機関､ 他部署等の
機能 ･ 能力を十分理解した上で役割を提案する能
力 ､ ④市町村保健師との 健康危機対応経験の情報
共有及び市町村における予防対策 へ の支援, の4
つ と示唆された｡
2 . 健康危機管理 の種別 により特徴的な保健所保
健師の機能 ･ 役割の検討
感染症へ の 対応で は, 保健所保健師の機能 ･ 役
割の根幹を形成 して い るもの は､ 患者 ･ 家族､ 接
触者 ､ 関係者とい っ た 一 人ひ とりの 対象者を真に
尊重する姿勢､ 対象者 と信頼関係を結び対象者の
同意 ･ 協力を基底 に置いて働きかける技術, 回復
に向けて の継続的な支援へ の責任で ある ｡ 感敷性
疾患 の基本知識の 習得が前提にある のはもちろん
で あるが､ 保健師が これらの姿勢, 技術､ 責任性
を充分意識化 して活動する こ とにより , 保健所組
織全体の感染症予防活動が推進する ｡ また健康危
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機管理にお ける保健師の役割は､ 発生予防の ため
の 活動 と , 事件を最小 に食 い 止め るための 発生時
の 対応 に分 けられ る ｡ 正 しい 知識に裏付けられた
機敏で 臨機応変な情報収集 ､ 地域や対象の 特性を
踏まえた支援 , 通常の 保健活動で 構築 された関係
者 ･ 関係機関との より良い チ ー ム ワ ー クに よる対
策が効を奏す｡
自然災害にお いて は災害種別が異なっ て も､ 保
健所保健師は ､ 被災地の 応援体制づくり と避難所
における保健活動 の 実施 ､ 専門職種関係者 との連
携体制づくり ･ チ ー ム ワ - ク ､ ハイリス ク者の安
全な避難及び医療等 の確保 ､ 市町村保健活動の平
常業務 へ の移行の支援､ 災害時保健活動の評価 ･
共有による管内市町村保健師の資質向上及び管内
健康危機管理体制の 整備に対 し , 機能 ･ 役割が求
められて い る ｡ 災害がどれくらい長 引くか ､ 基礎
自治体の機能が どれくらい ダメ - ジを受 けたか ,
平常時からの市町村や他機関 との連携 ･ 協働の体
刺, 保健所内の 健康危機発生時の体制, 保健所保
健師と して の災害支援に対する役割認識は, 保健
所保健師の機能 ･ 役割の発揮に影 響を与える｡
汚染物質等の 流出では､ (訂正確な情報の収集と
伝達 ､ ②管内の 地区把握及び地区診断､ ③実態(覗
状)の 把握､ ④具体的活動の 適切な運営 ､ G)活動体
制づくり , ⑥活動記録 の保存がある ｡ また平常時
活動 へ の 発展に伴う役割 ･ 機能として ､ ①保健所
保健師と市町村保健師の連携､ ②健康危機発生時
の活動マ ニ ュ ア ル の作成がある ｡
3 . 地理的特性に より特徴的な保健所保健師の
機能 ･ 役割の検討
へ き地の健康危機管理体制づくりにおいて考慮
す べ き こ ととして ､ ①多数の 患者を想定した医療
体制で はない状況 , ②地理甲状況から, 被災した
場合 , 孤立する可能性がある こ と､ ③後方支援病
院や救急医療病院等 へ の搬送 に困難が生じる可能
性がある こ と､ ④被災者に は高齢者が多い こ とが
想定される こ と , ⑤その地域 に特徴的な健康危機
の発生 (自然環境､ 観光地 ､ 原子力発電所等) が
想定される こと､ の重要性が あげられる ｡ 健康危
機発生時は｢情報収集と情報交換+｢診療所対応や
避難の優先順位 の 判断 へ の支援や被害者 ･ 高齢者
等 へ の対応+｢医療体制づくりや避難地域等におけ
る関係者 ･ 関係機関 との 連携体制づくり+｢活動評
価+が示唆された ｡ 一 方平常時は｢健康危機管理 に
関係する地域診断 の ため の情報収集+｢研修 の企
画+｢診療所 との連携や住民 との共同等 の体制づく
り+ の 重要性が示唆された ｡
一 方, 人 口密集地域の 健康危機管理体制づくり
におい て考慮す べ きこ とは ､ 平常時にお いて は,
｢日常業務に基づく医療機関, 福祉施設等関係者
との 協力関係づく り+｢地域住民との 協働によ る地
域の支援体制づくり+｢商工会議所 , 企業との 連携
による健康危機管理 の体制づくり+ が重要 となる
また健康危機発生時には､ ｢応援者の総合調整適 ｢
切な情報提供 と相談体制の確立+ ｢被害者 へ の支
援管理 システ ム の構築+ ｢継続支援に向けた人間
関係の構築 と実行 可能な支援手段の提示+ ｢居 ･
食 ･ 職を含めた総合的な生活支援と多様な支援方
法の組み合わせ+ が重要 となる ｡
4 . 地域の 健康危機管理 にかかわる保健所保健
師の 現任教育 のあり方の検討
保健所保健師に求められ る能力は､ 混乱の 中で
も住 民の ニ ー ズに関わ る情報を的確に収集で きる
能力 ､ そ して捉えた情報を整理 ･ 分析する こ とに
より ､ 健康被害の拡大や新たな発生を予測 し予防
の ための対策を樹立で きる能力､ さ らに必要な対
策の実施のために関係者を調整 し､ 組織化で きる
能力で ある ｡ 以上 に関して は､ 人の 身体的精神的
社会的側面をも含めた健康状態をその 人の 生活全
体 と の関連で診断できる能力が基盤 となる ｡ 混乱
の 中で住民の ニ ー ズに関わる情報を系統的に的確
に収集で き､ 把握した情報の 分析に基づい て必要
な対策を樹立で き､ 関係者等 による対応を組織し
て支援活動を提供 できるそ の 行動力に は､ 保健師
職能と して の役割認識に基づ い た専門的判断が重
要で あり､ そ の ような判断力を高める研修が必要
で ある ｡
以上 より ､ 健康危機管理にかかわ る保健所保健
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師の現任教育の あり方として は､ 保健所蔵員 , 自
治体職員として の研修に加え , 保健師現任教育の
一 環 と して ､ 健康危機管理 に対する保健師職能 と
して の役割認識を深め る項任教育プロ グラムが提
供される必要がある と考える ｡ 本研究によ り作成
した現任教育プロ グラム案は ､ 今後さらに内容を
充実させ ながら, 本プロ グラムを試行 して評価す
る こ とにより､ さ らに精錬させ て いく必要がある ｡
5. 地域の健康危機管理 における保健所保健師の
活 動に方向付 けを与える マ テリ アル に つ いて
の 検討
危機管理における保健師の機能 ･ 役割につ い て
は､ その質的 ･ 量的な整理が さらに必要な ことも
あり, 保健師 の果たす役割が大きい と思われる部
分に関 して ､ 保健所長のチ ェ ッ クリス トを補完す
る形で作成で きる可能性の ある項目につ い て検討
してみ る ことは､ それなりに意義がある ｡ 災害弱
者 (寝たきり, 障害者) などハ イリスク者 の状況
L
確認と被災住民 へ の支援さ らに住民対策の健康管
理 (診断) やPTSD対策は ､ いずれも保健所保健師
の みならず､ 市町村保健師 との 連携に より実施さ
れるもの であり､ む しろ市町村 (保健セ ンタ ー )
保健師との連携を視野に入れた支援項目な どの チ
ェ ッ クリス トの形にすれば有用と思われる ｡ さら
に他地域からの救護班 , ボ ランテ ィ アなども関連
させて作成して もよい と思われる ｡ そのようなチ
ェ ッ クリス トを作成する場合で あっ たても ､ 間違
っ て も ｢管理+ の文言は入れ る べ きではない ｡
一 方､ 健康危機管理 へ の対応においては ､ 都道
府県 レベルならび に保健所レベ ルで地域の実情に
即 した対応マ ニ ュ アル等を整備して い ると ころで
ある ｡ 本研究斑の成果物と して作成する ､ 地域の
健康危機管理 における保健所保健師の活動指針は,
それら対応 マ ニ ュ アル とは性質が異なるもの であ
り ､ 保健師職能と して果たす べ き機能 ･ 役割の基
本を整理す る ことをねらい と し､ そ れにより ､ 保
健所組織に よるチ ー ム として の対応がより有効に
行えるこ とを意図す るもので ある ことが明確にな
つ た｡
また健康危機管理 ヘ の対応 の 実際は､ マ ニ ュ ア
ル通りにい かない ところで の 応用力, 問題に対処
しようとする主体性や行動の 自律性が問われる ｡
したが っ て本活動指針で は, 応用力､ 主体性 ､ 自
律 した行動力の基盤となる ､ 保健師職能と しての
基本に焦点を当て る意義に つ い て確認する ことが
で きた｡ その基本 は､ 健康危機の 種別を超えたよ
り普遍性のある内容 として の 総論､ また想定され
る健康危機の 種別や地域特性 に基づき特徴的な内
容として の 各論として ､ 本活動指針 を構成する意
義につ い て も確認する ことができた｡
しか しながら､ 地域の 実情に即 した保健師の対
応 マ ニ ュ アルを危機発生時の シミ ュ レ - シ ョ ンの
意味をも込めて作成する場合 には､ 盛り込む ぺ き
内容 として ､ ①情報収集力の 強化に関する項目､
②住民に視点をおいた支援活動の強化 , 予防活動
の充実 ･ 強化 ､ ④市町村の 機能強化支援､ ⑤体制
づくりの充実が､ 重要な項目 となる o
E. 結論
1 . 健康危機管理に対する保健所保健師等の活動
実態 の検討
健康危機 へ の 対応は保健所及び市町村の各保健
師にとっ て 日常的に頻度高く経験する類の業務で
はなく, 平常時から健康危機に備えて 知識 ･ 技術
を高める創意工 夫が必要で ある｡ 保健所保健師の
機能 ･ 役割として重要となる こ とは､ 健康危機発
生時で は､ 初動期の情報収集 ･ ニ - ズ把握､ 被害
者を含む地域住民へ の相款支援体制の確立､ 応援
者を含む支援関係者の総合調整､ 保健所の 専門的
広域的機能を活かした企画調整, 平常時で は､ 市
町村保健師との連携 ･ 協働が極めて 重要で あり､
地域住民 ･ 関係者 へ の予防教育の浸透､ 健康危機
へ の対応評価に基づく健康危機管理体制づくり,
地域住民との平常時からq)関係づくり促進等で あ
る ｡
2 . 健康危機管理の種別により特徴的な保健所保
健師の機能 ･ 役割の検討
感染症集団発生で は､ 各疾患に対す る基本知識
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を前提 とし､ 患者 ･ 家族､ 接触者 ､ 関係者 とい っ
た対象者 一 人払 とりを真 に尊重す る姿勢､ 対象者
と信頼関係を結び対象者 の 同意 ｡ 協力を基底に置
い て働 きかける技術, 心身の 回復に向けて の継続
的な支援 へ の 責任が重要 となる ｡ 自然災害で は ､
被災地の 応援体制づく り と避難所にお ける保健活
動の 実施､ 専門職等関係者 との 連携体制づくり ､
ハイリスク者の安全な避難及び医療等の 確保 , 市
町村保健活動の 平常業務 ヘ の移行 の 支援 ､ 災害時
保健活動の 評価 ･ 共有に よる管内市町村保健師 の
資質向上及び管内健康危機管理体制の 整備が重要
となる ｡ 人体 ･ 環境ヘ の 汚染事故では ､ 正確な情
報 の収集と伝達, 管内の地区把撞及び地区診断 ､
実態(現状)把握, 健康相談等具体的活動の適切な
運営 ､ 活動体制づくり､ 活動記録 の 保存が重要で
あり､ 更 に平常時活動 ヘ の発展に際 し ､ 市町村保
健師との 連携､ 健康危機発 生時の活動マ ニ ュ アル
作成が重要となる .
3 . 地理的特性 により特徴的な保健所保健師の
機能 ･ 役割の検討
へ き地で は､ 健康危機発生時の｢情報収集 と情報
交換+｢診療所対応や避難の優先順位 の判断へ の支
援や被奮者 ･ 高齢者等 へ の 対応+｢医療体制づくり
や避難地域等における関係者 ･ 関係機関との 連携
体制づくり+｢活動評価+な らびに平常時の｢健康危
機管理に関係する地域診断 の ための情報収集+｢研
修の企画+｢診療所 との連携や住民 との共同等の 体
制づくり+ が重要で ある｡ 人 口密集地域で は､ 健
康危機発生時の ｢応援者の総合調整+｢適切な情報
提供と相談体制の確立+ ｢被害者 へ の支援管理シ
ステ ムの構築+ ｢継続支援に向けた人間関係の構
築と実行可能な支援手段の 提示+ ｢居 ･ 食 ･ 職を
含めた総合的な生活支援 と多様な支援方法の組 み
合わせ+ ならびに平常時の ｢日常業務に基づく医
療機関, 福祉施設等関係者との協力関係づくり+
｢地域住民 との 協働 による 地域の 支援体制づく
り+｢商工会議所 ､ 企業との連携による健康危機管
理 の体制づくり+ が重要で ある ｡
4 . 地域 の健康危機管理にかかわる保健所保健師
の現任教育の あり方の検討
保健所職員 ､ 自治体職員 として の鹿康危機管理
研修に加え､ 保健師現任教育の 一 環で , 健康危機
管理 に対する保健師職能 として の役割認識を深め
る教育 プロ グラム の提供の 必要性が明 らか となり ､
｢保健所保健師の 健康危機管理研修プロ グラ
ム案+ を作成した ｡
5. 地域の健康危機管理 における保健所保健師
の活動に方向付けを与える マテリ アル につ いて
の検討
｢地域健康危機管理 ガイ ドライン (地域におけ
る健康危機管理 のあり方検討会)+に基づき作成 し
た ｢健康危機管理チ ェ ッ クリス ト+ とは別に保健
所保健師 (管理職以外) が使用するチ ェ ッ クリス
トを作成す る ことは ､ 健康危機に対処する 上で 障
害となる恐れが強く､ 保健所保健師用に限定 した
チ ェ ッ クリス ト作成の必要性は基本的には無 い こ
とを確認 した ｡
また､ 本研究班の 3年間の 成果物として 保健
所保健師の活動指針の作成の意義 ･ 内容 につ いて
保健所保健師を含む保健所関係者と3回の 協議の
場をもち検討した ｡ その結果 ､ 健康危機管理 へ の
対応で は保健師は保健所チ ー ムの 一 員として 活動
するが ､ 組織活動が有効に機能す るために は､ 保
健師職能と して基本となる能力の 発揮が重要で あ
り ､ その 点で活動指針作成の 意義がある o さらに
健康危機の多様性 を踏まえた内容, 大規模災害 へ
の対応の 観点､ 保健師職能 として特徴的な対応 ･
能九 保健緬の現任教育の 内容を精錬 し､ 活動指
針 に反映させ る必要性を明 らかに した｡
以上､ 3年間を通 して ､ 地域の健康危機管理に
お ける保健所保健師の機能 ･ 役割を体系的に検討
して きたが ､ 残された課題は以下 の点で ある o
(1) 地域 の 健康危機管理に 糾 1て, 地域住民 へ
の長期的な支援を含む直接対応は市町村が負うと
ころが大きい ｡ 今後､ 様々 な危機発生に伴い ､ 市
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町村保健師の健康危機管理 にお ける住民支援機能
の 強化が 十 層求め られる と推察する o したが っ て
保健所保健師は, 健康危機発生時の対応はもちろ
ん の こ と , 平常時の対応において ､ 保健所がもつ
専門的技術的か つ 広域的な機能を駆使 して ､ 市町
村保健師とどの よう に連携 ･ 協働す るべ きで ある
か をより明確にする必要が ある ｡
(2) 健康危機管理 にお ける危機発生後の 長期的
な支援体制の あり方
本研究を とおして ､ 保健所保健師の機能 ･ 役割
の ひ とつ に ､ 長期的な視点で ､ 健康被害者 ･ 家族 ､
地域住民 へ の 対応が重要で ある こ とを確認した｡
市町村保健師等との連携 ･ 協働が ここ でも重要に
な るが ､ 保健所 として どの ような組織的体制の も
とに､ 長期的な支援体制を構築す るかにつ いて よ
り明確にする必要がある｡
F. 健康危険情報
なし
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本活動指針作成の経緯
(背景)
近年 , 感染症や食中毒の 集団発生 , 豪雨水害や地震等の 自然災害､ 汚艶物質の 流出等
の事故等の 健康危機が 各地 で頻発して い る ｡ 地域住民 へ の健康支援の最前線に立 つ 保健
師にと っ て ､ 健康危機管理 は重要課題の 一 つ で ある｡
健康危機管理 へ の対応は ､ ｢地域保健対策の 推進 に関する基本的な指針 (最終改正平
成15年 12月 26日厚生労働省告示第461号)+ にお い て ､ 地域保健に関する専門的､ 技
術的か つ広域的拠点で ある保健所が中核的役割を果たすべ きで あると示され て い る ｡ 健
康危機管理 を迅速か つ 適切に行うため に､ 保健所長を管理責任者とする健康危機管理体
制の構築とそれ に基づ く組織的な活動の 推進が保健所 に求め られ て い る ｡
都道府県レベル ならびに保健所レベ ル にお い て ､ 健康危機管理 の ため の手引書が作成
されて い ると ころで あ るが , 健康危機管理 へ の対応は , 複雑な状況 下で 発生する様々 な
問題に対して , そ の 時々 の最善の選択 を行う判断力や行動力が求め られ る現実が ある 0
また手引書の想定を超えるく らい に健康被害が大規模であっ たり , 原因不 明の 予期せぬ
もの であっ たする場合もある ｡ この よう に､ 健康危機管理 へ の 対応で は ､ 保健所がもつ
公衆衛生 の 機能や 保健所内の職員 一 人ひ とり が もつ 能力そ の も のが 問われ る状況にあ
る｡ したが っ て保健所保健師にお い て は ､ 能力の 基般となる職能と して の 資質を自覚し ､
保健所チ - ム の中で そ の機能 ･ 役割を充分に発揮する ことが､ 健康危機管理 に対する保
健所の役割を効果的に遂行する 上で重要で ある ｡
(目的 ･ 意義)
本指針は , これ まで に保健所が行っ た様々 な健康危機管理活動にお い て ､ 保健師が担
っ た実績を検討し､ 保健師職能として 重要となる資質 に焦点をあて , 健康危機管理に対
する保健所保健師の活動の 基本を整理 した もの で ある ｡ したが っ て木棺針は ､ 健康危機
管理 に対する都道府県及び保健所の手引書とは異なる性質の もの で あり ､ 保健師がチ -
ムの 中で 自らの職能を措か して健康危機管理活動を効果的に推進で きる ように活用する
ことを意図 したもの で ある ｡
保健所にお い て ､ 健康危機管理 にかかわ る保健師の 立場は , 感染症等を分掌する職員
と して ､ 危機発生か ら終息後の支援 に及ぶ 一 連の過程に責任をも つ 場合もあれば､ 総務
･ 企画等の部署の職員として所内外の 全体調整的な立場か ら役割 を担う こと もある ｡ ま
たさ ら.に健康危機発生時には所属部署に関係なく , 応援者として 所外 ヘ の 派遣を要諦さ
れ ､ 現地 の状況に沿 っ て主体的に役割を発揮する場合もある ｡ また , 対応 しなければな
らな い健康危機は､ 発生原因､ 被害の規模 ､ 地 理的特性などによ
,
り多種多様に及ぶ ｡
本指針は､ い ずれ の 立場､ 状況にお い て も基本となる保健所保健師の機能 ･ 役割を示
した｡ したが っ て こ こに示す基本をもとに ､ 立場や状況 に応 じた行動を取る こ とが で き
るよう期待する 9
一 別 1 -
(作成経過)
本指針は ､ 平成1 4年度 - 平成 16年度の 3か年にわたる 厚生 労働科学研究費補助金｢地
域の 健康危機管理 にお ける 保健所保健師の機能 ･ 役割に関する 実証的研究 (主任研究者
:千葉大学看護学部 宮崎美砂子)+ に よる 各分担研究の成果か ら産出された もの で あり ､
内容はさらに , 健康危機管理 の対応経験の豊かな各地 の保健所保健師な らびに 関係者請
氏との協議を経て精錬された もの で ある ｡
(健康危機管理の定義)
健康危機管理 とは ､ ｢厚生労働省健康危機管理基本指針(平成 9 年)+ による と ､ ｢医
薬品 ､ 食中毒 ､ 感染症 , 飲料水そ の他何 らか の原因によ り生 じる国民の 生命､ 健康の安
全 を脅かす事態に 対して行われ る健康被害の 発生予防, 拡大防止 , 治療等 に関する業務
で あ っ て ､ 厚 生労働省の所管に属する もの をい う+ と示され て い る ｡
健康危機管理 は ､ 原因不明の予期せ ぬ健康被害 へ の 対応か ら始まる ｡ 第 一 報受理の 時
点で 顕在化して い る健康被害の規模が 小さな もの で あっ たと して も ､ その 対応 を誤れ ば
健康被害が拡大する こと も少な くない ｡ つ まり 一 つ ひ とつ の 顕在化 して い る健康被害 へ
の対応にお い て ､ 背後に潜在する被害の 存在あるい はそ の 可能性を推察しなが ら, 常に
健康危機管理 へ の 対応を意識して 活動にあたる こ とが求められ る｡
したが っ て 本指針で は ､ 健康危機管理 の定義 を ｢複数の地 域住民の 生命 ､ 健康 ､ 生活
の安全と安寧が脅か され る事態､ ある い はその 疑い ､ 可能性が推察され る事態 に対して ,
健康被害の 発生予防, 拡大防止 ､ 治療等 を目的と した迅速な対応を要する組織的な活動+
と定義する . 具体的には､
■
感染症 ･ 食中毒の 集団発生 ､ 豪雨水害､ 地震 , 水山噴火な ど
の 自然災害､ 人体 ･ 環境 へ の汚染物質の 流出等の事故 へ の 対応 を中心 に扱う ｡
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l書. 地域の健康危機管理における保健所保健師の機能 由 役割
i . 総論
｢地域にお ける健康危機管理 に つ い て 一 地域健康危機管理ガイ ドライ ン ー (平 成13 年3
月地域にお ける 健康危機管理の あり方検討会) + に よる と ､ 健康危機管理 にお い て保健
所に最も期待されて い る 役割 とは､ ｢住民に医療サ - ビスや 保健サ ー ビス を直接提供す
る ことよりも ､ 地域の 医療機関や市町村保健セ ンタ ー 等の活動を調整して ､ 必要なサ ー
ビス を住民に対 して 提供する 仕組みづ くりを行い ､ 健康危機 に対応する主体 とな る こと
で ある+ と示 されて い る ｡ こ の役割を実質的な もの とするため に重要な こ とは ､ 刻々 と
変化する健康被害の 発生に対 して ､ 住民がその 時々 に必要と して い る支援 ニ ー ズを的確
に判断し, 組織的に対応する ための体制に つ な げる ことで ある｡
こ の ことを前提とし ､ 保健所の健康危機管理活動にお いて ､ 保健師が担っ た実績を事
例調査お よび活動経験実態調査等により調 べ , 検討した結果､ 健康危機管理 にお ける保
健所保健師の 機能 ･ 役割の 特徴は､ ①情報収集､ ②支援活動 , ③倫理 的配慮, ④事業の
企画 ､ ⑤体制づくり ､ ⑥活動評価 ､ の 6 つ の観点か ら示すこ とが で きる ( 図1 参照) 0
それぞれの 内容を平常時及び健康危機発生時の 2側面か ら整理 して 示す｡ 多くの 保健
師にと っ て健康危機発生へ の対応は繰り返 し経験するような類の業務で はない ｡ それ故
に 日常業務の 中で 平常時の 健康危機管理活動を実践 し､ それ を通して 健康危機管理 に対
する自らの準備性を高め ､ 一 方健康危機発生時に は ､ 日常業務に優先して 迅速で 的確な
対応が で きるように ､ 保健師として の 機能 ･ 役割を理解 して おく ことが重要で あるo
(力 情報収集
平常時にお い て は , 健康危機発生 を想定した発想に心が ける ｡ 日頃の保健活動 を通し
て危機に備える という観点から地区診断を実施 し､ ニ ー ズを分析する ｡
健康危機発生時には ､ 保健所が健康被害発生 の策 - ･報を受けたときに ､ 最初に現地調
査に赴くメ ンバ - の 一 員として 保健師は役割 を担う こ とが多い . 初動時の 情報は ､ 原因
究明ならびに被害の 拡大防止対策の樹立に大きな影響を及ぼす o 健康危機発生時 に保健
師が入 手する情報は ､ 被害者および関係者 との信頼関係の 形成に基づい た ､ 精度の 高い
個別情報で あり ､ また心 身の 状態 ､ 生活行動､ 生活環境を含む健康被害 に関する総合的
な情報で ある ｡ 被害者等と保健師との 信頼関係の質が入手で きる情報の 質を左右する｡
② 支援活動
健康被啓の 発生予防な らびに健康危機発生時の 迅速で 的確な対応 は､ 健康危機に遭遇
する個人 , 家族 ､ 関係者等の理解と協力を得て はじめて効果を上 げる｡ したがっ て個人､
家族 , 関係者等が自らの 健康管理 , 健康回復お よび二 次被啓防止に向けて ､ 主体的に考
えて行動で き るように相談的か つ教育的にかか わる ｡ 発達 ､ 年齢等の属性 ､ 生活習慣､
生活環境 ､ 問題の 性質に応 じて ､ 個別的アプロ ー チ と集団的ア プロ ー チ を組み合わせる o
初動時の 現地調査にあた っ て は情報収集と同時に､ 医療に結びつ ける必要性の ある人
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情報凝集
○健康危扱発生を想定した発想に心がけ,
日頃の保健活動を通 して 危機に備える観点
から地区診断を実施する
活動評価
⑳原因究明､ 被害拡大防止のために有用な
情報を､ 被害者､ 関係者との信頼関係の
形成に基づき､ 個別的にか つ総合的に
入手する
○健康危機発生時の対応を振り返り､
地域の生活習慣等, 健康危機の発生予防の
観点 から平常時 の 健康づくりと関連づけて
取り上げるべ き内容を検討する
○健康危機発生時の対応経験を
本庁を含む都道府県保健師ならび に市町村､
関係機関 ･ 施設と共に振り返り､ 成果
および改善事項を検討する
○日頃の活動を通して埴集トて い る地域内の
関係者と の 人間関係や連携シ ス テ ム を健寮
危械管理体制の観点から再考する
○健康危機発生を想定した模擬訓練を
年1回以上､ 所内外の関係者と共 に
行い､ 判断力と行動力を養う
⑳被害者の個別の ニ ー ズに適確に対応
できるように相談体制､ 関係者と の
連絡体制を確立する
◎所内外の各関係者が効果的に機能
できるように､ 関係者の総合調整
役割を果たす
⑳地域特性を考慮した支援活動ができる
ようにチ ー ムメ ン バ - に情報提供を行う
⑳被害者支援につ い て は､ 継続的に市町村
保健師の相談者となり, 市町村保健師を
バ ッ クア ッ プする体制をもつ
◎健康危機管理 - の対応経験は記録 ･ 資料
の形で残 し､ 経験を確実に継承する
保嘩所保健師の
機能 一 役割
支援活動
○◎健康管理 ､ 健康回復､ 二 次被害防止に向けて対
象者が主体的に考えて行動でき るように個別的
アプ ロ ー チ及 び集団的アプ ロ ー チ を組み合わせ
て 提供する
⑳医療の 必要性の ある人を確実に判断 し受診に結
び付け る
⑳継続支援の必要な人を判断し､ 計画性のある
対応を行う
事業の企画
○市町村保健師と協力し､ 平常時の
健康づくD
.
活動に ､ 危機管理 の
予防教育を織り込んで実施する
⑳経過と共 に変化する ニ ー ズ を把握し､
潜在して い る問題及び今後予測される
問題に つ い て対応の必要性を検討し､
保健事業の企画と提案を行う
■
･倫理的配慮
○健康危機発生に備えて健康弱者の名簿等を作
成する際には､ 当事者と家族の同意と協力を得
る
◎被害者及び関係者 の今ある状況を理解し,
支援者と して の意思を伝えると共に､
与える負担が最小限となるよう配慮する
◎情報やサ ー ビス が必要な人に確実に
届くようにする
⑳個人情報の保護に つ い て ､ 個人が不利益を
被ること の な い ように､ 関係者の 理解と
協力を求める
往 :○ は平常時の ､ ○は健 助竜機発生時の機能 ･ 役 割を表す
図1 健康危機管理における保健所保健師の機能 ･ 役割
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を的確に判断し ､ 受診 に確実につ なげる ｡ また健康危機に遭遇した状況下にお い て も日
々 の 生活が可能な限りそ の人 らしく営める よう に ､ 医療ニ ー ズに留まらない 支援ニ ー ズ
をも把握 して 対応する ｡ 継続支援の 必要な人に対 して は ､ 相談記録や管理 台帳を作る な
どして ､ 計画性の あ る 責任ある 対応を確実 に行う .
健康危機の 終息宣言が なされ ､ 保健所によ る組織的な対応が終結した後 にお いて も ､
保健所保健師は ､ 健康危機 に遭遇 した住民 が心理 的に も社会的に も安寧な 日常生活 を
送る こ とが で きて い るか どうか を長期的な視野 で 把握する計画 を もち ､ 市町村保健師
と協働 して ､ 生活面 へ の 継続的な支援に責任を もつ o
③ 倫理的配慮
健康危機発生 に備え , 地域内の 高齢者､ 障害児 ･ 者, 医療器具を装着して い る在宅療
養者等の健康弱者(災害弱者)に つ い て ､ 危機発生時に予測され る ニ
ー ズをあ らか じめ把
握して お く｡ 健康危機発生時の 安否確認及び早期対応のた め , そ れらの 人々 につ い て の
名静等を整備する 際には, 当事者および家族に対 して 充分な説明による 同意と協力を得
る ｡ また名簿等の管理 および使用方法につ い て は ､ 関係者と充分な協議を行う ｡
健康危機発生時には ､ 被害者および関係者の 多くは混乱し憶俸し､ あるい は怒り を表
し､ 事態を受け入れ る ことが困難な状況にある ｡ 保健師は所内の 職員の中で も対人援助
にかかわ る専門基礎教育を系統的に受けてお り ､ さ らに日頃にお いて ち , 対人援助にか
かわ る業務に多く従事して い る立場にある｡ 健康危機に遭遇 した個人や家族 , 関係者､
地域住民 にか かわる ときには ､ それぞれ の 人の今ある状況を理解 し､ 支援者と して かか
わ る意思 を伝えると共に , 不必要な負担を与え る ことの ない よう に配慮する ｡ また危機
発生時には情報が不足したり ､ 反対に多様な情報が交錯したりするo 必要な人 に適切な
情報やサ ー ビスが確実に届い て い るか どうか確かめ ､ 確実に届くよう に対応する ｡
健康危機に遭遇した個人､ 家族は健康回復後 もそ の地域で 生活し統ける存在 であるo
周囲か ら差別や偏見 を受ける こ とのな い よう に, 健康危機 へ の 対応時には個人情報を保
護し､ 個人が不利益を被 るこ との ない よう に, 関係者の理解と協力を求め る｡
④ 事業の企画
平常時にお い て は ､ 健康危機の 発生 を未然に防いだり ､ 発生時の被啓 を最小限に留め
たりする ための 予防教育を , 地域住民 へ の健康づ くり活動の 中に積極的に織 り込み , 実
施する｡ 健康づく り活動は ､ 市町村保健師によ っ て 様々 な機会を通して 日常的に行われ
て い る｡ したが っ て 地域内の どの ような生活集団に対 して ､ どの ような手段を用いて 予
防教育を推進するの が有効で あるか につ い て ､ 市町村保健師と協議して 実施計画を立案
し, 市町村保健師の 日常活動を健康危機管理の 側面からバ ッ ク アッ プする ｡
健康危機発生時は ､ 時間経過と共に ､ 被害者､ 家族 ､ 関係者等の ニ ー ズは刻々 と変化
する｡ ニ ー ズを判断するための 資料を経時的に蓄積し ､ その 根拠に基づいて ､ 潜在して
い る問題および今後予測され る問題を明らか にする｡ 同時にそれ ら問題の 申か ら､ 保健
事業と して の 対応の必要な問題をさらに検討し､ 新たな事業の企画とその 提案を保健所
内及び関係者 に対 して 行う｡
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(昏 体制づくi)
平常時におい て は ､ 日頃の 活動を通 して 構築して い る ､ 市町村保健師をは じめとする
市町村の関係部署, 管内の 医療､ 福祉 ､ 教育等の機関 ･ 施設の 職員, 住民組織等との 人
間関係や連携 シス テム を ､ 健康危機管理体制の観点か ら再考す る ｡ また健康危機発生 を
想定した模擬訓練を年1 回以上 ､ 保健所内外の 関係者と共に行 い ､ 健康危機発生時の 判
断力や行動力を平常時よ り養う ｡
健康危機発生時にお い て は､ 上記で 述 べ た関係者との 人間関係や連携シス テム を活用
して ､ 被害者等の ニ - ズを多角的に把握する と共に , 被害者等に対する 相談体制､ 関係
者との 連絡体制を早急に 確立する ｡ 同時にそ れぞれ の 関係者が効果的に機能で き るよう
に ､ 関係者の 総合調 整役割を果たす｡ また保健師は地域住民の 生活習慣､ 価値観, 人 間
関係の 持ち方な どの特性 を日頃の 活動を通 して総体的に把握して い る立場にあ るの で ､
特 に所外の 応援者に対して 地域特性を考慮した支援活動がで きる よう に情報提供する ｡
健康危機発生後の 回復期及び平常時 ヘ の 移行段階で は ､ 被害者に対する継続的な相
談 ･ 連絡体制の主体 を市町村保健師に 委譲し , 保健所保健師 は市町村保健師 を個別 に
支援する と共に , 連絡会等 を積極的にも つ な どして , 市 町村保健師 を組織的 にバ ッ ク
ア ッ プする体制を もつ ｡ また こ の 段階で は , 健康危機管理 ヘ の 対応経験を記録 ･ 資料の
形で 確実に継泉で きるよう にし ､ 今後 の対応に活かせるよう にする o
⑥ 活動評価
健康危機発生 へ の 対応経験を振り返り ､ 健康危機の発生や被害拡大に関連の あっ た地
域住民の 生活習慣を検討 し , 平常時の 予防教育の 内容につ な げる ｡ また健康危機発生時
の対応経験 を.､ 都道府県本庁の 関連部署, 市町村の 関連部署 ､ 関係機関 ･ 施設と共に振
り返り ､ それぞれ の 関係者が担う こ とが有効で あっ た事柄 を検証し , その 成果を共有す
ると共に ､ 改善の必要性 のある事柄 を明らか にし､ 対策を検討する ｡ 特に市町村保健師
の対応経験 につ い て は ､ 市町村保健師と共に振り返る場をも ち ､ 住民 にと っ て 身近な立
場か ら市町村保健師が果たす役割 を市町村保健師と共に合意 して い く過程を つ く る ｡ 関
係者との 対応経験の振り返りに お い て は ､ 意思疎通 を充分 に図り , 平常時の 対応をも含
めて ､ 健康危機管理 に お い て 協働する こ との 意義や価値 につ い て 関係者の意識を醸成す
る役割を取る｡
徽
2 . 健康危機管理における保健所保健師の対応行動
平常時お よび健康危機発生時の 2側面か ら , 健康危機管理 にお ける保健所保健師の対
応行動につ い て ､ 実績の確認で きた内容を提示する｡ これらは い かな る健康危機にお い
て も､ 保健所保健師の対応行動 として 共通性の 高い事項 を列挙した もの で ある ｡ 地域の
実情に即した活動の展開方法に つ い て は, 保健所等七作成して い る手引書 に詳しい記載
があると思われるが ､ こ こ で は ､ 健康危機管理 にお ける 保健師の対応行動 として , エ ッ
セ ン シャル なもの を示 した｡ 中で も表中の ※ は ､ 自然災害の み に関連する項目である ｡
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表1 平常時の対応
卜1 健康危機管理に関係する地区診 断の実施
① 健康危機発生を想定した健康弱者(※ 災害弱者)の ニ ー ズ の 把握
② 健康弱者の 利用施設 にお ける健康危機 - の備えの 実態把握( 平常時の 健康管理方法 ､
危機発生に備えた対策の 立案と周知方法)
③ 市町村における防災計画の 整備状況と防災計画にお ける保健活動の位置づ けの把握
④ 地区組織にお ける防災組織 ､ ボランティア の準備状況の把握
⑤ 汚染物質等を扱う工 場等 のリストア ップと健康危機発生を想定した周辺 地域 - の 影響に関
する実態把握
ト2 所内の協力体制づくり
① 対応 の振り返りと記録化 ･ 資料化による経験 の継承
② 健康調査票 ､ 引継ぎ書等 の書式 の雛形 の整傭
③ 所内研修会の企画 による実践力の 強化
卜3 地域住民との協働 による健康危機発生に備えた体制づくり
① 健康弱者の名簿等 の整備(個人レ ベ ル ･施設レ ベ ル)につ いて当事者及び家族からの 理解
と協力 の確保ならび に活用方法に つ いての 関係者との 協議
ト4市町村との 連携による健康危機発生に備えた体制づくり
① 市町村保健師との 対応経過の 振り返りと今後整備の 必要な体制 の検討
② 健康弱者の名簿等 の整備と活用方法につ いての 協議
③ 保健事業を通して の市民 - の 予防教育
④ 健康危機管理に関心をもち協力し合える人づくり(地区組織､ グル - プ - の支援)
▲⑤ 健康危機管理 に つ いて の市町村職員の 関心を高めるための研修会の企画
ト5 関係者との 連携による健康危機発生に備えた体制づくり
① 関係者との評価会議の 企画 ･実施
② 健康弱者を抱える施設 における被害の 再発防止と予防策に 関する マ ニ ュ アル 作成あるい
は作成 - の 関与
③ 管内の 看護職との 連携強化の ため の研修会 ･情報交換の 場の 企画
表2 健康危機発生時の 対応
2- 1 被害発生の 把握
r
① 第 - 報の 受理時の 対応 ･情報収集
② 健康危機発生 ･拡大の 予測､ 保健所長 - の 報告
③ 関係者 ･関係機関からの 被害情報の収集
④ ※拠点環境の整備(所内が被災した場合の 片づ け)
2T2 初動期の 活動
① 現場 - の地区踏査 による情報収集
② 被害が予測される人 ･集団 ･ 地域のリストアップ(※災害弱者の安否 ･所在確落と安全確保のため の
支援)
③ 被害者 - の健康調 査の 実施
④ 被害者の発生した施設の 聞き取り調査 の実施
⑤ ※ 遺体処置 ･搬送
⑥ ※ 医療救護(救出 ･搬送)
⑦ 所内対策本部(保健所長)- め報告
⑧ 所内の 活動体制づくり(役割の抽出と仕事の割り振り)
⑨ 必要物品(医薬品､ 資材)のリストアップと確保
⑩ 管内および周辺 医療機関 - の 情報提供と協力依塀
⑪ 管内市町村 へ の 情報提供と協力依頼, 協力の申し出
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表2 健康危捜発生時の対応 (つ づ き)
2 -3 被害者 へ の対応(調査および説明会の実施)
① 健康被害および対象特性 に合わせた健康調査票の 準備 ･作成
② 健康調査の 実施
③ 個別 の 相談 による不 安 ･混乱の 受け止 め ･精神 的支援
④ 被害者 に対する受診 ･治療支援 ､ 健康管理 - の 教育(二 次被害防止 を含む)
⑤ 地域住民 に対する説 明会 ､ 健康教育 ､ 相談 の実施
⑥ 被害者 - の倫 理的配慮
⑦ 健康相 談等保 健事業の企画 ･ 実施
⑧ 被害者の健康実態 の 分析 に基づく今後 の 対策の 企画
2- 4 要支援者(患者)へ の 対応
① 要支援者(患者)の 台帳作成による系統的な管理
② 要支援者(患者)の ニ ー ズ充足 の ために必 要な関係者との調整
② 要支援者(患者) へ の継続的支援
③ 新たに発生するJ亡♪身 の健康被害､ ニ ー ズ の 予測と対策(保健事業)の 企画
･提案
2- 5 関係者 .関係機関との連携体制 づくり
① 所外からの応援派遣保健 師等の受入れ体制づくり
② 関係機 関の 実務者同士 の情報交換､ 問題の 共有
③ 関係機 関との 情報交換ならびに今後の 対策に つ いての 協議
④ 市町村 - の経過報告との 情報交換ならび に今後 の対策に つ い ての 協議
⑤ 都道府県の 関連部署との情報交換ならび に今後 の対策に つ V＼ての 協議
2- 6 情報公 開 へ の 対応
① 被害者および関係者 へ の情報 公 開に対する事前連絡と協力要請
② 一 般市民からの 問い合 わせ ･相談 - の 対応(職員用の対応 マ ニ ュ ア ル づくり)
2- 7 職員等の健康管理
① 被害者の発生した施設職員および自由体職員の健康管理
② 所外応援者､ ボランティア ､ 所 内職員の健康管理
2- 8 市町村 へ の 技術支援
① 感汲予防の ため の 技術指導
② 原因物質 ･病原体に対する情報提供
③ 市町村による活動 - の支援投入量 ･支援内容の 判断
④ 必要な物品の 貸し出しと人 の応援
⑤ 一 般市民からの 問 い合わせ ･相談に対する教育的支援(職員用 マ ニ ュ アル の 作成)
⑥ 市町村の 関係施設 - の啓発教育の 促し
3 . 各論
各論で は ､ 具体的な対応場面におい て特徴となる こ とを次の 2 つ の観点か ら提示する ｡
1 つ は､ 健康危機の 発生原因 の種別 にみ る特徴で あり ､ 感染症の 集団発生 ､ 自然災害 ､
汚染物質の流出等事故を取 り上 げる ｡ もう 1 つ は地域の坤理的特性 で あり , 離島 ･ 過疎地
域 ､ 人 口密集地域 を取り上 げる ｡
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3 - l 健康危機の種別によ8)特徴的な対応
1) 感 染 症の 集 団 発 生
%&#
@
感染症の集団発生 は , 原因が特定され , さ らに 患者 ｡ 感染者や接触者が確定する まで
が 一 つ の 山場で あり ､ それ以後は確実な受療と 二 次感染予防により健康被害は次第 に終
息に向か う ｡ しか し患者 ･ 接触者の 規模や ､ 患者 ･ 接触者が若年者 ･ 高齢者等の 健康弱
者で あっ たり , 支援者側の対応が不充分で あ っ た りした場合には, 健康被害が 二 次的被
害に発展し, 経過が予想外に拡大したり長期 に及んだ りする こ ともある ｡
感染症の集団発生 ヘ の 対応にお いて ､ 保健所は ､ 地域の 健康危機管理 の 実質的な対応
機関 として ､ 地域の中で 中心 的役割を担う拠点 とな る ｡ その 対応は ､ 感染原因の特定 ､
患者 ･ 感染者の 回復の ため の療養支援､ 感染の 拡大防止の ため の調査や 二 次感染防止及
び平常時の健康管理 の た めの指導に代表される ｡
まず ､ 感染症集団発生 にお ける 保健所保健師の 機能 ･ 役割 として特徴的な内容 を表 3
に示 し､ 各項目の 内容を説明する ｡
表 3 感染症集団発生 へ の対応における保健所保健師の機能 ･ 役割
①情報収集 ⑳対象との関係形成による精度の高い個別情報の 入手
②支援活動 ⑳患者の所属集団の特性に合わせ た予防的対応
⑳ 患者 一 家族 ､ 接触者､ 関係者の不 安を和らげ主体的に考え行動できるように促
すための精神的支援
⑳ ニ 次感染予防行動を促進する充分な説 明と同意 ･協力の確保ならびに使用物
品の提示 による行動支援
⑳対象者 一 人ひとりの心身の 回復に責任をもつ 継続支援
③倫理的配慮 ⑳ 患者 } 感染者の 人権擁護に対して ､ 患者 ←家族､ 接触者､ 関係者の それぞれに
対する教育的な働きか け
④事業の企画 ○日常生活支援の 機会を捉えた感染症予防教育による住民の 健康増進
⑤体制づくり ⑳ 関係形成に基づく関係機関との 連携 ･協働の体制づくり
注:⑳健康危機発生時､ 0 平常時の機能 ･役割
(1) 平常時
○日常生活支援の 機会を捉えた感染症予防教育による住民の 健康増進
患者 ･ 家族 , 接触者に個別にか かわる対応過程にお い て把握 した個々 の 地域住民の 日
常生活の 実態か ら ､ 感染症予防の ために重要となる住民 の生活行動をとらえ, 育児等日
常生活行動へ の 支援の機会を通 して 教育的な働きかけを行う｡
<対応例>
･ 保育所 , 高齢者施設, 障害児施設など集団生活の 場で は ､ 利病者 ･ 入居者の 日常生括の 世話
に直接かかわる職員の健康観察力が予防活動の鍵を擦る と考え , そ の 力を高め る教育を行う ｡
I o157の喫食調査結果 を地域住民の食生活実態を示す資料ととらえ , 乳幼児をもぅ世帯へ の 相
談の機会を使い ､ 食品媒介感染症に対する予 防教育を行う ｡
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(2) 健康危機発生時
⑳対象との 関係形成による精度の 高い個別情報の 入手
保健師が捉え る情報は , 患者 ｡ 家族 ､ 接触者 ､ 関係者とかかわ りを もち , それ らの 人
の言動や観察を通 して 入 手する もの で あ る ｡ つ まり, か かわる 人 に対して保健師が どの
ような主体性 をもち , どの ような 関係性 を結ぶ か によ っ て ､ 把握で き る情報 の量及び質
に差違が生 じる と共に , 刻々 と した状況変化の 中で ､ 新 しい情報を迅速に 入手 で きるか
どうかに影響を与え る｡
< 対応例>
･ 調査 に先立ち患者 , 接触者 , 関係者か ら調査 へ の 同意 と協力を求める o
･ 接触者集団との 間に双方向性の 連絡回路を確保す るた めに接触者集団の 中に窓 口 とな る協力
者を作る｡
･ 検体提出時や検査結果返却時に患者や 接触者と複数回 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ンを取る機会をもつ o
Q患者 ･ 感染者の 人権擁護に対 して , 患者 ･ 家族 ､ 接触者 ､ 関係者の それ ぞれ に対する
教育的な働きかけ
患者 ･ 家族の プライ バ シ ー が脅か され る可能性がある ことを前提に した予防的なかか
わ りを行う ｡ また患者 ･ 家族の プライ バ シ ー が実際に誰により どの よう に脅か され て い
るか をい ち早く把握 し対応する ｡ 感染症 に対する正 しい 情報提供役割 を担う こ とを基点
とし ､ 患者 ･ 家族の 人源擁護の 重要性と必要性に つ い て ､ 患者 ･ 家族 はもとよ り, 接触
者､ 関係者 , 地域住民 と接する機会を用 い て 予防的にかか わる ｡ そ れ により ､ 患者 ･ 感
染者が安心して地域で 生活を継続 でき る よう にする ｡
<対応例>
･ 初動調査時に , 患者 ･ 家族に対して はプライバ シ ー が保護される こ とを伝え る｡
･ 接触者 ヘ の説明会及び調査におい て は ､ 接触者からの 質問に対して 患者 ･ 感染者の プライバ
シ ー を守る応対を行う｡
･ 新聞等の 手段による情報公 開前に ､ 患者 ･ 家族 ､ 施設責任者に公開す る情報内容を直接見て
もらい ､ 個人情報保護の約束 と､ 情報公開の 目的に理解が得られる ように対応する o
●患者の所属集団の 特性 に合わせた 予防的対応
対象者の所属集団の特性 を診断し､ そ の集団の も つ 生活や行動 の特性か ら重視すべ き
対応 を見出し提案 して ､ 必 要な対応策を請 じる｡ そ の ため には ､ 施設 に足を運び､ 生活
環境や対象者の 生活行動を直接観察したり ､ 24時間単位ある い は月単位で対象者の 日常
生活を把握したりする こ とが重要となる ｡
< 対応例>
･ 平常時から服薬者が多い 高齢者集団には , 服薬内容を 一 人ひ とり把擁 し, 検査の 精度 を確保
する｡-
･ 非常勤職員の 交替勤務体制 ､ 保育所の 掛け持ち利用者 , 学生準育実習の た め帰省する大学生
など､ 対象集団に特徴的な行動特性を つ か み ､･潜在する接触者を見出す｡
･ 知的障害児施設の ように健康状態の 不調を表明する こ とが困難な対象者の 多い 施設で は ､ 施
設職員の健康観察能力に基づき ､ 健康管理支援を行う必要性を判断する｡
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⑳患者 ･ 家族 ､ 接触者 ､ 関係者の不安を和らげ主体的に考え行動で きるよう に促すため
の精神的支援
患者 ･ 家族の 話を充分 に聞き ､ 気持ち を受け止めなが ら ､ 疾病に対する 正確な情事臥
今後の 見通 し-を伝え ､ 支援者として の 保健師の役割 を伝える ｡ そ の ように して 不安を軽
減させ る精神的支援を行 い ､ 対象者が 主体的に考え行動で きる原動力をつ くる ｡
< 対応例>
･ 対象者に不安を与えない ための 初動調査時の 配慮として ､ 最 も心配して い る こ との把握と受け
止めを行い ､ さらに今後の見通しを伝えて安心感を持たせ る｡
･ 施設職員に対しては ､ 今後の見通しを伝えて 不安を最小限に して 協力を得る ｡ 施設側責任者に
対 しては負担感を推察 し､ 応援姿勢を示す｡
･ 説明を充分に行う こ とが接触者の不安を軽減する と判断し対応する 0
⑳二 次感染予防行動を促進する充分な説明と同意 l 協力の確保な らびに使用物品の提示
による行動支援
健康調査お よび検査の実施､ 二 次感染予防につ いて ､ 患者 ･ 感決着 ､ 接触者等の 対象
者の 理解状況 を確認しな が ら協力を求め , 実現可能な予 防行動を促すo さらに説明した
ことが対象に どの よう に理解され実行され て い るか を確認し ､ 的確な対応を推進する ｡
< 対応例>
･ 感染症 と二 次感染防止策の 説明 ､ 調査 ･ 検査の 必要性や方法の説明を行い , 同意の もとに協
力を得る｡
･ 全体説明で納得できず ､ 不安 ･ 不満の 残る対象者 に対しては ､ 個別 に対応 し､ 対象集団全員
の 同意と協力を得る ｡
･ 二 次感染予 防の た め に必要な行動を対象者が理解 し日常生括 に取入 れる こ とが でき るよう
に､ 対象者に と っ て実現可能な方法を説明する｡
◎対象者 一 人ひ とりの心身の 回復に責任をもつ継続支棲
息者の デ - 夕べ - ス づ くりは ､ 患者数､ 二 次感染者数の把握や患者の 継統支援 に不可
欠 である ｡ また精神的被害は ､ 終息宣言によ り終結する もの で はない ため ､ 一 人ひ とり
の回復に終息宣言以後 も継統して 責任をもつ ことが求め られ る ｡
< 対応例>
･ 患者 ･ 感染者の個別情報を経時的に管理する台帳 を作成 し､ そ の情報に基づき ､ 個々 の 患者
･ 感染者 に対する支援計画を立て､ 一 人ひ とりの 回復に費任ある対応を行うo
･ 終息5ケ 月後に保育所職員に感想文を書い て もらうこ とか ら ､ 職員の 心の傷が癒されて いな
い こ とに保健師は気づい た｡
･ 0157終息後 に, 死亡者 を含む入 院児童 へ 家庭訪問を行 っ た｡ 退院後 も精神的ストレスを抱え
た子ども とその 対応に苦慮 して い る親たちの 実態が明らか となり, 入 院児意保護者の集い を
開催 した ｡
○関係形成に基づく関係機関との連携 ･ 協働の 体制づくり
医療機関と緊密な連携を持 つ こ とは ､ 患者 ･ 感染者 に関する最新の情報を入 手し ､ 陰
性確認を早期 に行うため に極めて 重要な行為 であ
.
る｡ 平常時か ら の 関係機関との 関係形
成が危機管理 におい て も効果を発揮する基となる｡ 同様 に､ 平常時か ら市町村保健師と
どの ような関係をもっ て い るか によ り､ 連携し協働する活動の 一 つ ひと つ が効率よく効
果的に進むか どうか を左右する｡
- 別 1 ト
< 対応例>
･ 初動期か ら ､ 医療機関 ､ 市町村 , 県関係部署 に速や か に連絡を入れ ､ 関係者か ら情報入手す
る と共に ､ 保健所の 活動経過を連絡し, そ の後 も連絡を取り合うた めの 関係形成に努め卑.
･ 対応期にお い ては ､ 医療機関や施設と毎日 , 情報交換を行う ｡
･ 市町村に対して ､ 情報公開に伴う市民か らの 相談 へ の 対応 , 市を通 して の感染予 防の 啓発､
消毒活動の各場面を用 い て ､ 技術支援とい う観点か ら連携 し協働する｡
(3) まとめ
各感染性疾患に対する基本知識を前提とし ､ 患者 ･ 家族 ､ 接触者､ 関係者などの 対象者 一
人ひ とりを真に尊重する姿勢､ 対象者 と信頼関係を結び対象者の 同意 ･ 協力を基底に置いて
働きかける技術 , 心身の 回復に向けて の継続的な支援 へ の 責任 が保健師の 機能 ･ 役割の根幹
を形成す る｡ 保健師が これ らの 姿勢, 技術 ､ 責任性 を充分意識化 して 活動す る こ とによ り,
保健所組織全体の 感染症予防活動が推進する ｡
2
t
) 自 然 災 害 ?a
自然災害の対策に つ い て は , 災害対策基本法等 により ､ 市町村が防災計画を作成しこ
れ に基づ き第 一 線で対応を行う こ とが義務付け られ て い る ｡ しか し, 災害の 規模が大き
ければ大きい ほど被災地域も拡大し ､ 限られ た人員で 多様か つ 膨大な事項 へ の判断及び
対応が迫られ るため , 市町村個々 の対応 で は困難な状況 も出現する ｡ そ の ため ､ 保健所
及び保健所保健師と して , ･ 市町村の活動を どの 程度 どの よう に支援するかを判断し行動
する ことが求められる ｡
災害対策本部が設置され る事態にな る と , こ こ に行政機関す べ て の機能が集積される ｡
保健所は ､ この 一 部門で ある保健 ' 医療部門に組み込まれ ､ 特に医療チ - ム の統制及び
災害医療 ･ 保健対策の 情報の拠点として ､ 重要な役割 を担う こ ととなる ｡
まず､ 自然災害の 特徴を以下の表4 に示す
表4 自然 災害の特徴
㊥ 生活基盤 が根底から覆され ､ 多数の住 民の 生命 ･健康が脅かされる｡ コミュ ニ ティが崩壊する
危険があるc
㊥ 被災地域が広域に渡る｡ しかし, 被害が局所に 限られることもあり､ 壊滅的な打撃を受ける地
域と被害の 少ない地域の 格差が大きい ｡
◆ 影響が長期化する o 短期間で平常期に移行する災害につ い ても､ 被災者がp TSDなど精神 ･
心理面に受けた傷は ､ 後々まで影響を与える｡
◆ 風水害や周期性のある地震 ･ 火山噴火など､ ある程度の発 生予測が可 能である｡ しかし､ 常
に予測どおりに起こるとは限らず､ 突然想定外の災害に見舞われることがある｡
◆ 市町村の 職員自身が被災者となる場合が 多い o 被発音として の精神 ･ 身体的ダメ ー ジに加
え､ 役場職員としての 対応 に追われることで疲労が蓄積していく0
㊥ 保健所庁舎の 損壊･ 職員の 被災による早期参集の 困難などにより､ 初動において組織的 ･ 系
統的対応を行うことが困難になる ｡ 被災直後から円滑な支援活動が展開できるよう活動拠点
の安全性 ･機能性の確保が求められる
㊥ 大きな災害に遭遇する機会が少ないため ､ 経験者が少ない ｡ 未経験の状況の 中で ､ 多様か つ
膨大な事項 へ の判 断及び対応が迫られることとなる｡
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以上を踏 まえて ､ 災害 へ の対応 にお い て保健所保健師の 機能 ･ 役割と して 特徴づ けら
れ る 内容を表 5 に示 し､ 各項目の 内容を説明する ｡
表5 自然災害 ヘ の対応における保健所保健師の機能 . 役割
①情報収集 ○自然災害発生を想定した地域情報の 収集と分析
⑳被災地応援体制づくりのための 状況把握と分析
②支援活動 ○住民 へ の 災害対策の意識付け
⑳地域の実情をよく知る立場からの 医療調整による被災者の 生命 ･安全の確保
⑳ 災害の 移行状況および対象者個 々の特性に合わせた ､ 健康 ･ 生活支援による
Q O Lの低下 防止 ･ 維持
③倫理的配慮 ⑳ 災害対応における公平性の 確保
⑳個人情報管理の徹底
④体制づくり ○災害拠点病院および管内医療機関との平常時からの協働
0市町村保健師の災害活動体制整備支接
⑳市町村保健師の災害活動の支援h補克体制づくり
⑳広域的 .長期的視点からの各市町村の 状況に合わせ た支援
⑳関係者 ･支援者 ･ボランティア , 住民との 連携体制づくり
⑤活動評価 ◎職員の 健康管理および心のケアの体制づくり
○災害時保健活動の 評価 ･共有による管内市町村保健師の資質向上 及び管内
健康管理体制の整備
注:⑳健康危機発生時､ ○平常時の機能 ･役割
(1) 平常時
予測で きる 事態に対して は , まず保健所保健師自身が危機意識を強く持ち , 被害を最
小限にで きるよう ､ 平常時にで きる対応を確実に行っ て おかな けれ ばならない ｡ そ して ､
災害発生時に連携して い く市町村保健師やそれ を実際の災害発生時に節 -
一 線で 対応する
ことになる市町村保健師お よび医療機関をは じめ とする関係機関と共有 して いく ことが
重要で ある｡
○自然災害発生を想定 した地域情報の 収集と分析
保健所保健師が普段の 活動で関わる対象は ､ 災害に弱い 立場の住民が多い ｡ 災害発生
初期の活動として 重要にな るのが ､ 災害弱者の安否確認と避難支援 であり ､ これ を速や
か にか つ漏れがな い よう行うために , 平常時より災寮に弱い 立場の 人 ･ 簸団の リス トア
ッ プを行 っ て おく必要がある｡
また ､ 地域により起 こ りう る災害の 種別や被害の 規模は相違があ る｡ 日頃の活動で 得
られる情報を上記リス トと贈らし合わせ分析する こ とで , ハイ リス ク者がより明確 にな
る ｡
< 対応例>
.
･ 市町村防災部署よりハ ザ ー ドマ ッ プ等被害状況 を想定で きる資料 を入 手しておく ｡
リ ＼イリスク者の 判断方法と把握方法の明確化を検討する｡
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○住民 へ の災害対策の意識付け
自然災害に対して は住民 一 人 ひ とりの 防災意識お よび備えが大切 に なる ｡ 特 に災害発
生 直後の 人命救出 ･ 救急痕動は近隣住民の 力に負う部分が大きい ｡ この よう な地域防災
力 を高める 関わ りは市町村の地域防災計画 の もと推進され て い るが ､ 保健所保健師の 立
場からも日々 の 保健活動で の 関わ りを通 じ､ 住民に災害対策を意識付ける こ とは可能で
ある ｡
また , 災害の 備えに関する住民 へ の働 きか けは市町村保健師の役割が大き い部分で あ
る こ とから , 保健所保健師 として は ､ 市町村保健師が住民個々 の 防災対策や 地域防災力
の 向上 を目指した活動が展開で きる よう ､ まず市町村保健師に意識付けて い く こ とが大
切 にな る ｡ そ して ､ 市町村保健師 と協力しなが ら ､ より多く の住民 に ､ 特に災害に弱い
立場の住民 には確実に ､ 防災の普及啓発活動を実施 して い く ことが重要で ある o
< 対応例>
･ 在宅医療 を受けて い る住民 へ の訪問で非常事態 へ の対応を共に検討する ときに災害の想定
も含めて い く｡
○災害拠点病院および管内医療機関との平常時からの 協働
災害拠点病院における災害対応機能整備状況の 把握 ･ 確認を平常時に行 っ て おく こと
は重要で ある ｡ 訓練等を共同で行う こ とも, 機関の役割を相互 理解する上 で有効で ある o
また ､ 管内の 医療機関に対して は , 医療監視な どの 機会を利用し ､ 災害時 に役立つ よ
うな 医療機関情報の蓄積や ､ 健康危機発生時の連携を意識した職員 との 関係作りをして
おく ことも重要で ある ｡
○市町村保健師の 災害活動休制整備支援
平常時か ら ､ 保健所保健師 として市町村保健師の災害活動体制整備支援 を行う こ とが ､
実際に災害が発生した際の ス ム - ズな連携 ･ 協働につ なが っ て い く . 自治体の実情に即
した研修や訓練 によ り保健師の 災害対応能力向上 を図る こ とも重要で ある｡
< 対応例>
･ 市町村保健師と共に地域防災計画及 び計画の 中で保健師に求められて い る役割を確認し､
その 上で 災害対応マ ニ ュ アル の整備 ･ 確認を市町村保健師と共に行う ｡
(2) 健康危機発生時
○被災地応接体制づく りのた めの 状況把握と分析
災害発生時は基本的に市町村か らの支援要請に応 じて 支援を行う こ とにな るが ､ 支援
の必要性 を判断する た めに も､ まず保健所 として現状 を把握して い く必要が ある ｡ 事態
は刻々 と変化するため , 状況を常 に的確に捉 える情報収集シ ス テム を構築 して い く ｡ 情
報として 何を捉える か に つ い て は ､ 生活及 び健康を全体的に捉 え支援する保健師の 専門
性が活かさ れる部分で ある｡ 収集 した情報には ､ 保健師の視点か ら ニ ー ズを分析 し､ そ
れ を加えて 発信する こ とが効率的か つ 効果的で ある ｡
また, 災害規模が大き い場合には, 収集 した情報に基づ い て外部か らめ応援の 必要性
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を分析し､ 保健所長 を通 じて しか る べ き部署に派遣 を要請する必要が生 じる . 保健師の
応援を受 ける際には都道府県本庁の 保健師担当部署と の連携も密に して い く必要があ
る｡
< 対応例>
･ 情報収集の視点の 統 一 を行 っ た上 で初動調査を行う ｡
･ 避難所の相談記録 を 一 目で ニ ー ズの わか る形式に統 一 する.
･ 受身で待 つ の で はなく ､ 積極的に現地 に赴い で情報収集を行い , そ こから市町村保健師 へ
の支援の必要性 , もしく は保健所独自の対応の必要性を判断する ｡
⑳地域の 実情をよ<知る立場からの 医療調整による被災者の 生命 一 安全の 確保
保健所保健師は日常の 活動か ら地域の 医療機関の情報をよく把握する立場 にある｡ 円
滑な救急対応や避難支援に は , 迅速で正確な医療情報の 提供が 重要で あり ､ 日頃か らの
保健所機能を活かして ､ 市町村保健師や応援保健師に情報提供を行う役割が ある ｡
⑳災害の移行状況および対象者個々 の 特性 に合わせ た ､ 健康 ･ 生活支援によ るQ O Lの
低下防止 ･ 維持
被災とい う体験が財産や職ある い は大切な家族や知人な ど様々 な喪失体験を伴うもの
で ある こと を踏 まえ , 健康面 ･ 生活面の 両面か ら ､ 特 に心 の ケア を含めた支援提供を確
保して い く必要がある ｡ 増大する ニ ー ズに対 し圧倒的に不十分な環境や資源不足とい う
L
条件の中で ､ で きる限り のQO L の低下防止 ･ 維持を図る ことが重要とな る｡
⑳市町村保健師の 災害活動の支援 ･ 補完体制づく り
被災状況に応 じて ､ 避難所にお ける健康管理 ､ 巡回健康相談 , 被災者の健康調査､ 既
に把握して い る要支援者 に対する継統支援 と共に新た に出現 した要支援者や 潜在 二 - ズ
の 発掘など必要な保健活動は次か ら次 へ と生 じ､ 推移する ｡ 組織的な支援体制が未確立
の 初期段階で は ､ 保健所保健師自身が直接的に活動を担いなが ら支援体制の 確立を図り ､
体制が確立した の ちには応援者や関係機関等 との 間で の 調整機能が ､ 保健所保健師の 中
心的な役割とな る ｡
特に大規模な自然災害が発生 した際には ､ 市町村保健師は ､ 大混乱の 中で 災害対応 に
忙殺され る ことになる ｡ 保健対応だけで も市町村保健師の みで は到底追い つ かない上に ､
保健師として 担う べ き役割に加えて ､ 役場の 一 職員と して の雑多な対応も担わなければ
ならない 状況が生じる ｡ そ こで ､ 地域の状況をよく知る保健所保健師が市町村保健師の
災害活動の支援 ･ 補完体制づ くり を行 っ て いく ことが重要となる｡
◎災害対応における公平性の 確保
被災 ･ 避難状況､ 各市町村の対応､ マ ス コ ミ の報道状況などに
＼
より､ 被災住民の置か
れ て い る立場や 状況に格差が生 まれ ､ そ れが住民の 生活や感情 に大きく影 を落とす場合
もある｡ そ の ため , 災害対応にお ける公平性の確保に努め る必要がある .
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⑳個人情報管理の 徹底
災害時には避発音や虚弱者の所在と状況 を把握する た めの 名簿が作成され ､ 円滑な支
援活 動の ため に関係者 ｡ ボラン ティ ア間で 共有される ｡ 災害に便乗 した詐欺や盗難事件
を防止する ため に , 様々 な業務に 追われ混乱して い る状況 の 中で あ っ て も , これ ら名簿
をはじめ とする 情報の 管理 を, 個人情報を取り扱う者 の間で徹底して 確実に行う必要が
ある ｡
⑳広域的 ･ 長期的視点か らの 各市町村の状況 に合わせ た支援
各市町村 の保健活 動の方向性に関する市町村保健師の判断を支援 して い く こ とは保健
所保健師の 重要な役割 で ある ｡ また ､ 外部か らの保健師の応援がな くな っ た後 も､ 活動
が完全に平常に移行す るま で市町村の 活動 を見守り続 ける こ とも保健所保健師の 役割で
ある｡
< 対応例>
･ 普段の市町村保健師の活動状況と現時点での 各市町村の 復興状況を ､ 広域的 ･ 長期的視野
El
を持 っ て照らし合わせ ､ 活動の全体性や今後の見通 しをそれぞれの 市町村保健師にあ っ た
形 とタイミ ン グで 示して い く ｡
･ 被災後の 市町村保健活動の 平常業務 ヘ の 移行支援を行う o
⑳関係者 ･ 支援者 ･ ボランテ ィ ア ･ 住民 との 連携体制づく り
災害発生時の 医療保健活動 に は+ 地元 の 医療機関､ 福祉保健職員等 に加え , 支援者と
して 派遣された 医療班 ､ 精神科専門チ ー ム ､ 応援保健師､ 一 般ボラ ンティ アな ど､ 多く
の 職種 ･ 人員が関わ る こ とにな る ｡ また被災者自身の相互支援 を促進するため には ､ 様
々 な住民と協働 して い く こと も必要で ある ｡ 個々 の特性 を活か した効果的な活動が行え
る よう ､ 保健所保健師と して 日頃培 っ た コ - ディ ネ - ト機能を発揮する こ とが重要にな
る ｡
⑳職員の健康管理および心 の ケアの 体制づくり
災害で ほ支援者側にと っ て も 二 次的な健康被害をもたらす こ とがある ｡ 支援者自身が
自分の健康を気遣う余裕 はなく ､ また皆が膨大な業務に忙殺されて い るた め休みづ らい
状喝が起こりえる o 市町村保健師をは じめ とする自治体職員､ 保健所職員､ 派遣され た
応援職員やボラ ンティ アなども含 め , 職員の健康管理 を重視し ､ 休息の とれ る体制を組
織的に整備する必要がある ｡ 災害活動の 全体を長期卵視点 で見て 健康管理 の必要性を判
断で き る立場の 保健所保健師が重視 して行う べ き役割で ある ｡
< 対応例>
･ 精神心理状態を含め職員 の健康状態 を観察する ｡
･ 適切な休息の 取れる体制整備, および心の ケア の体制整備 を強調 して いく ｡
･ 職員がデブリ - フィ ングを行う機会 を作 っ て い く ｡
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⑳災害時保健活動の 評価 ｡ 共有による管内市町村保健師の 資質向上及び管内健康管理体
制の 整備
自然災害の対応は , 経験する機会が少ない 分､ 体験者が記録を残し ､ 経験を今後に活
かせ る よう に 評価 を行う必要が ある ｡ 保健所 の リ ー ダ ー シ ッ プで 評価を行い , そ の内容
を市町村保健師と共有 して いく ことで ､ 被災地 の保健師だけで なく ､ 被災 して いな い管
内市町村の 保健師の資質の 向上 につ ながる ｡ 血 _
3) 汚 染物 質 の 流 出等 事故
ジ ｡
触 砂
人体 ｡ 環境 へ の 汚染物質の 流出等事故は､ 人々 の 全く予測で きな い状況で 発生すると
こ ろに問題の 特殊性と重大性が ある｡ しか しなが ら ､ 発生 を引き起 こした原 因物質の究
明､ 発生と同時に必要とされる対応､ 活動の ための 体制づく り､ 関係機関との 連携とそ
の 調整等､ 危機的状況時 にお ける最小限の行動手順を整備して おく ことは ､ 他の災害と
同様､ 被害の拡大防止をはかる上で 欠かせな い ｡ 特に, 汚染物質の 流出等事故の よう に
被害の 程度や範囲を特定し にくく ､ しか も不特定多数の 人々 を巻き込み , その 人 々 の不
安と混乱を長期 にわた っ て招き ､ 健康と生活を根深く脅か して い く危機的状況は ､ いう
まで もなく公衆衛生上 の重要課題で あ り､ 公衆衛生活動の拠点で ある保健所の 役割は大
きい ｡ その 中で も ､ 被害を受けた人々 の みな らず ､ 広域的な影響を考えながら人 々の 最
も身近なと こ ろで対応で きる保健所保健師に期待され る役割は大きい ｡
まず , 汚染物質の流出等事故の特徴的な間藤を以下の表6 に示す
表6 汚染物質の流出等事故に特徴的な間男
≪発生とともに生 じる問題≫
㊥ 事故発生直後は事故 に関する情報が正確に伝達されず, 間近で起きてい ながら何が起きて
いるの か適切に把握できない ｡
㊥ 組織の 一 員として組織上部からの 指示 による行動が優先され ､ 保健医療職としての初動行
動に遅れが生じる｡
㊥ 事故発生の原因物質 に関する知識が乏しく､さらにその 知識を入手する手だてにも乏しいた
め ､ 初動調査の際に調査者自身充分な防護ができず､ ニ 次災害の 危険を有するo
㊥ 原因物質が人々の健康に与える影響 ､ 自然環境に与える影響等把握できず､ 健康被害を把
握するための健康調査内容の要領が整備しにくい ｡
≪平常時においてみられ る問題≫
㊥ 保健師が把握する地域特性の中には ､ 危険物質を扱う施設や危険場所の 存在に つ いて漠
然とした認識はあるが具体的な活動に結びつ かない ｡ また､ 危機管理の 必要性に つ いて概
念的な理解に留まり､ 平常時は日常業務の 方が優先される｡
≪披害を受けた地域の保健師が抱える問題≫
◆ 被害を受けた市町村の 保健師は事故直後より住民 へ の 対応 に追われ ､ 保健師としての 本
来的な業務より市町村職員として ､ 今求められていることへ の 対応で精 一 杯であっ た｡
以上 を踏まえて ､ 災害 へ の 対応におい て 保健所保健師の機能 ･ 役割と して 特徴づ けら
れる 内容 を表7 に示 し ､ 各項目の 内容を説明する ｡
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表7 汚染物質の流出等事故 - の対応における保健所保健師の機能 ･役割
①情報収集 ○健康危機管理の視点で捉える管内地域の地区把握及び地 区診断
⑳ 関係醜聞 ･職種との連携 による正確な情幸馴文集と地域住 民 へ の 的確な情報
伝達
⑳発生後､ 早期 に行う実態(現状) 把握
②支援活動 ⑳相談的対応を重視した個別的支援
⑳ 他職種との協働による人々 の ニ ー ズ へ の対応
③倫理的配慮 ⑳ 支援活動 や保健 サ ー ビスの 公平化
④事業の企画 0 住 民に対する健康危機対策 へ の動機づ け
○健康危機発 生時の活動マ ニ ュ アル の作成
⑳健康調査 票や問診カルテの作成
⑤体制づくり ⑳専門職 ･ボランティアの適性配置及びチ ー ム 編成
⑳経験した活動内容の記緑化 . 資料化
⑳活動の共有化と継東の 徹底
◎市町村保健師との連携
⑥活動評価 ⑳活動記録の 保管･活用
注:◎健康危機発生時､ ○平常時の機能 ･役割
(1) 平常時
○健康危機管理 の 視点 で捉え る管内地域の地区把握及び地 区診断
保健師は, 他職種 と比較 して ､ 地域の 全体像を日頃の業務を通 して 把握する機会 に恵
まれ て い る ｡ この ことは保健所保健師も市町村保健師も同様で あるが ､ 保健所保健師に
と っ て特に重要なの は ､ 危機管理の 視点で 地域を捉え る ことで ある ｡ 住宅地 ､ 商店街 ､
工 場地帯､ 公園や 公的機関の所在地等 ､ 従来の地 域特性 の把握だけでなく, 地域内の 危
険要因､ た とえば化学薬品や有害物質を日常的に扱う施設や企業の有無 ､ さ らにそ の 薬
品や物質の性質と具体的な危険性 ､ 万が 一 の 場合の対処方法 ､ 避難経路等に つ い て も把
握 し､ それ らか ら考え られ る健康問題や課 題を､ 公衆衛生従事者と して 分析 し､ さら に
保健師として 人 々 の 健康生活 の視点 で分析 して い く こ とが必要 である ｡ また ､ 分析した
こと を保健所職員全体 は言う まで もなく , 管内市町村保健師及 び防災担当者等 とのあい
だで共通理解 して おく こ とが望ましい ｡
○住民 に対する健康危機対策 へ の 動機づけ
これか らの 健康危機管理対策 で は ､ 地域住民自身も受 け身で はなく ､ 自分たちの 生活
や健康を脅かす危機的状況に積極的な関心をも っ て生活する こ とが求め られ ､ 自らの安
全を確保するため に主体的に行動で きる こ とが必要で ある ｡ 従 っ て , 地域の 特性 につ い
て は住民自身も理解を深め る機会が必要 で ある ｡ 過度な不安 を与えず , 日頃か ら健康危
機状況 ヘ の 備えが で きる ような 動機づ けが 得られ る機会 を提供 して い く こ とが望 まし
い ｡ こ うした場や 機会の設定は地域に存在する保健所の機能 につ い て理解 を深める 機会
ともなるo また過度な不安 を生 じさせ ない ような配慮は ､ 地域に精通し ､ 住民感情を知
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り抜いた保健師に 最も適任で あるo 動機づ け後の住民 へ の長期的な フ ォ ロ ー も考慮し ,
保健所保健師と市町村保健師が協働して取 り組む体制が必要とな る ｡
○健康危機発生時の 活動 マ ニ ュ アルの 作成
災害や事故が発生 した直後は ､ 非常食や ライ フライ ン の確保 に つ い て の 関心が 高まる
が , また安全 な毎 日が続く中で次第 に薄れて い くの も事実で あ る o 従っ て ､ 万が 一 の 状
況 に備えて ､ 住民 の安全 を確保で きる 体制づ く りを整えて おく こ とは行政上 の責任で も
あ る ｡
保健所 ごと に健康危機管理 マ ニ ュ アル は作成され て い るが ､ チ - ム と して の行動が見
え るマ ニ ュ アルや個々 の 職種の 専門性や特性を生か した行動可能レベ ル の 内容を有する
マ ニ ュ アル を作成して お くこ とが 早急 に必要で あ る ｡
一 方 ､ 保健師は保健所 に も市町村に も共通 の 職種で あり ､ しか も職種 として の 数も多
い ｡ 両者が協働して危機状況に対応し､ 住民の 生活を守るため にどの よう に力を合わせ
た らよい の か ､ 復興途上 の経過と共にどの ように役割分担した らよい の か等 ､ 保健師独
自の マ ニ ュ アル も必要で あるc
(2) 健康危機発生時
◎関係機関 ･ 職種との 連携による正確な情報収集と地域住民 へ の的確な情報伝達
汚染物質の流出等事故が他の 災害と異な る点は ､ 事故が発生 した時点で ､ 原因物質の
特定 ､ 物質の性質や作用 ､ 人体や 環境 へ の 影響 (汚牡) 力､ 与える被害の種類や程度 ,
さらに被害の終息見込みな どに つ い て 見通しの つ かな い ところ で ある｡ 初動期には現地
にかけつ け実態把握 を試み よう として も, 原因物質が判明する まで は, 二 次災害を避け
る上で も無防備な行動は控えなけれ ばな らな い ｡ 少しで も早く
一
事故を引き起 こした原因
物質を究明する こ とが ､ 被害の拡大を防止し ､ そ れ以降の活動方針を樹立する上で 重要
である ｡ この よう に不特定多数の 人 々 を巻き込み ､ 被害拡大の恐れが ある事故は言う ま
で もなく公衆衛生上の 重要課 題で あり､ 専門職集団で ある保健所が担う役割杖大きい ｡
また , 実態の つ かみ にく い被害の た めに不安にかられる地域住民に対 して 直接的に正確
な情報を周知 した り､ より身近な立場で住民か らの 問い合わせ に対応 しなけれ ばならな
い市町村保健師を側面的に支援しつ つ ､ わか りや すく正確な情報を伝達する保健所保健
師の 役割は大き い ｡ ∫
○発生後､ 早期に行う実態 ( 現状) 把握
事故発生直後は原因物質が究明されな い限り ､ 無防備な行動はとれない ｡ しか し､ 事
故発生地点を中心 とした周辺地域の 様子や環境 につ い て は地図上で把握 し ､ 被害の 拡大
予測等, 今後の活動に向けて 見通 し をつ ける こ とは可能で ある｡
一
そ れは所内の様々 な職
種と共に取り組む作業で あるが ､ 日頃か ら健康問題を地域的な広がりの 中で捉える保健
師の 視点は大い に有効 とな る｡ 特 に保健所保健師の管内管外にとらわれない広域的な視
点で とらえる健康問題や住民生活の 特徴は重要で ある｡ 一 方､ 日常業務を通 して 得られ
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た地域住民 とのネ ッ トワ ー クを活用 して住民 の直接的な声を聞き ､ 不安や恐怖 ､ 復興 に
向けて の 要望, 支援者 へ の 期待等の 住民 ニ ー ズも ､ 机上 で行う地 区把握の分析の 際には
欠 かせな い情報となる ｡
⑳相談的対応を重視 した個別的支援
被害を受けた住民 を対象 とした具体的活動は相談的対応が主 とな り ､ 家庭訪問や 健康
相談として 展開され るo 特 に初動期 の健康調査で は ､ 住民個々 の情報収集だけで なく ､
要観察者等 へ の 継続支援や要医療者 へ の 受診勧奨等, 健康 レベ ル に応じた支援内容が計
画的に実施され るよう台帳作成や 記録用紙の整備 を行う必要があ る ｡
⑳他職種との 協働による人々 の ニ ー ズ へ の 対応
他職種とチ ー ム を組ん で健康相談や健康調査を担当する こ と もあり , その ための メ ン
バ - の確保と配置 を調 整する こ とも保健師の重要な役割で ある o 特に全 国各地 か ら専門
職や ボラ ンティ アが集結 して きた場合は ､ それ だけで多く‾の 現地の 職員や住民の 負担感
を増強させ る可能性も生 じる ｡ そう した人材を的確に受け入れ ､ 適性配置を検討で きる
常設の相談窓 口 として ､ 様々 な専門職を配備で き る保健所の 役割は大きく ､ 専門性 を生
かせ るよう コ - デイ ネ - 卜して い く機能は保健師が最も適任で ある｡
◎支援活動や保健サ ー ビス の 公平化
保健所保健師は県内何カ所か の保健所 を異動して い く こ とによ り､ 管内市町村 に留ま
らず ､ より広域的な視点で 健康問題を とらえる こ とが で き る｡ 事故によ っ て は ､ 物理 的
な影響範囲は目安が つ い て も , 心理 的な影響範囲はどこ まで及ぶ のか 計り知れな い もの
が あり ､ 配属 にな っ て い る保健所管内に とらわれな い視点が必要で ある ｡ また , 多大な
被害を被 っ た地域だけが強調 され ､ 周 辺地域の住民等が被害か らの復興途上 で 不公平感
を感じたり ､ 支援が片寄 っ たりする こ とのない よう に ､ 保健所 ､ 市町村間 で情報交換を
密に行い ､ 連携を深めて い く こ とが必要で ある ｡
⑳健康調査票や問診カルテ の作成
健康調査時や健康相談時 に､ 調査者や対応 した専門職によっ て 把握内容が 異な っ て し
まっ たの で は､ 事故によ る正確な被害状況は把握で きな い o 事故の発生 と同時に事故の
原因物質の特徴をふ まえ ､ 健康面 へ の影響等考 えられる健康問題を想定した内容となる
ような問診カルテ を早急 に整備する こ とは ､ 被害者ひ とり 一 人に対 して ､ 専門職側が 一
貫した方針 で支援する ためには欠か せな い課題で ある ｡ そ の 際に ､ 原 因物質に特定され
る健康問題だけでな く ､ 被害者を取 り巻 く環境や生活全体に視点をお いた 問診内容の 整
備は ､ 被害者に対する 短期的長期的支援を検討する上で も重要である ｡ さら に事故の影
響は発生地の市町村だけで なく , 管内管外市町村を巻き込む可能性 もある こ とか ら ､ カ
ル テ等の作成に当た っ て は保健所保健師が中心 とな っ て 取り組む こ とが必要で ある｡
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◎専門職 ･ ボランテ ィ アの 適性配置及びチ ー ム編成
復興途上 におい て は周 辺地域等からの 専門職の応援が相次ぐ｡ 保健師だけで はなく ､
事故に 関連する 専門職 ､ 医療チ ー ム ､ さ らには マ ス コ ミ取材陣等､ 様々 な専門職やボラ
ン ティ アが参入 し､ そ れぞれ の 目的ごと のア プロ ー チ を展開する ｡ それぞれが住民に と
つ て ｢よかれ+ と考 えて 行う行動で も ､ 実際の健康調査や相談事業に支障 をきたすだけ
で なく ､ 住民 の不 安をか えっ て駆 り立て る こともあ りう る ｡ この よう な場合, 多様な専
門職を有する保健所が 事故に 関連する全体的な動きや流れ を掌握 し , 状況 に応じた人員
配置や専門職の 派遣を調整する ことが必要で ある ｡ そう した中で ､ 支援者が充分に能力
を発揮で きる よう ､ 住民 との 関係づ くりに努める こ とも保健師の機能と して 重要である｡
⑳経験 した活動内容の 記録化 ･ 資料化
特 に汚染物質の 流出等事故の場合は ､ それぞれ の 事故が特殊で あり ､ 各専門職に とっ
て も活動自体が貴重な 経験となる ｡ 従 っ て ､ 特殊な経験で終わらせず ､ 危機発生時から
平常時 へ の移行過程で 展開され て い る活動の 実際を時系列 で 整理 し ､ 詳細な記録として
まとめて お く こ とが重要で ある｡ これ らの記録が ､ 次な る時に備えて有効 に活用 で きる
もの で ある ことが望ま しく ､ 単なる活動報告書で保管され て しまっ て は意味が ない ｡ 特
に発生直後か ら平常時に 至 る過程だけで なく ､ そ れ以降も長期的にフ ォ ロ - して い く保
健師は , 自分たち の活動内容を詳細 に記録にと どめ ､ 後輩や 組織内に継承 し､ 幾重な経
験 を風化さ せ な い こ とが重要で ある ｡ その た めにも前述した ､ 保健師独自の活動の マ ニ
ュ アル化は有効である ｡
⑳活動の 共有化と継承 の 徹底
異動の ある保健所で は ､ 職員が変わる と貴重な体験も過去の体験で終わ っ て しま いが
ちで ある｡ 記録で 残すだけでな く ､ 保健所職員全体 ､ 管内市町村全体 ､ さ らには県内保
健所全体､ 県内市町村全体 で共有して おく ことが 必要で ある ｡ 特に事故の 発生 した保健
所は､ 管内市町村の活動の総括として も ､ 責任をも っ て ｢貴重な体験+ と ｢活動記録+
を保管, 継承して い く こ とが重要な機能で もある ｡
◎市町村保健師との連携
地域保健法は ､ 保健所保健師と市町村保健師の 役割 ･ 機能を明確に区別 した ｡ 市町村
は住民に最も身近な窓 口 として対人サ ー ビス 部門はそ の業務量をどん どん増や し ､ 保健
所保健師は広域的専門的技術的機能 を強化する こと とな っ た｡ 両者の こうした明確な区
別は , 日常的には役割分担として機能して い るが , 危機発生時には これ ら の役割が融合
して機能す考 ことが求め られ るo 保健所保健師は ､ 多く の 専門職を有する保健所の 特性
をふまえた調整力や判断力を発揮し , 市町村保健師は熟知した地域内で の フ ッ トワ ー ク
の 良い行動力を生か して ､ 情報交換を密にしながら連携を深めで い く こ とが必要で ある｡
特 に､ 事故発生当初は どうして も ､ 周辺の 整備で精 い っ ぱい の 市町村役場や保健師に
対し ､ 保健所保健師が共に活動セきる こ との 意思 表示 と実際の行動力を示 して い く こ と
は ､ 市町村保健師に対 して も､ 保健所保健師の新たな 一 面を気づかせ る こ とになる ｡ 両
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者はそれぞれが独立 した機関に属して い るが ､ 活動対象で ある住民 も､ 活動日的も共通
で ある こ とを改めて 認識し , 両者が連携を深 めて い く ことがい ざとい うとき のチ ー ム ワ
ー ク につ なが っ て い く ｡
⑳活動記録の 保管 ･ 活用
危機状況 に 展開され た活動 に関する詳細な記録か らは , 保健所全体の 動き ､ 関連機関
との連携 ､ 保健師や多職種の活動の特徴等 ､ 発生直後か ら復興途上 にお ける 活動の 実際
が理解で きる ｡ 同時に ､ 記録を元に客観的な振 り返りや 反省も可 能となる ｡ 自分たち の
活動が どの ような意味が あ っ たの か ､ どの ような役割をはた して きたの か を冷静に振り
返る ことが ､ 経験した活動の 評価とな り､ さらな る活動に発展させ て行く上 で重要で ある ｡
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3 - 2 地理的特性により特徴的な対応
1) 離 島 ･ 過 疎 地 域
a
(l) 平常時の対応 -
離島 ･ 過疎地域とい っ て も地域に よっ て地 理的状況や地域資源の 整備状況 は異な る ｡
健康危機管理 に 関係する地域診断の ための 情報収集 を行い , 地 域の 実情に合わせ た備え
a)必要性 を判断し､ そ の必要性に応じて 離島 ･ 過疎地域を有する管轄市町村が健康危機
管理体制づく り を進め られて い るか を確認 し､ 不十分な面につ い て は支援 して い く こと
が保健所保健師の役割と して 重要である｡
① 健康危機管理 に関係する地域診断の ため の情報収集
○患者収容数､ 対応で きる健康危機の レベル等医療体制の 把握
離島 ･ 過疎地域にお い て は多数の患者を想定した医療体制にな っ て い ない こ とが多い ｡
また ､ 健康危機発生時､ そ の 地域の住民が対象とな っ て 患者が多数となる場合と ､ 観光
者等住民以外の 人々 が対象とな っ て患者が多数となる場合が考 えられ る こ とも特徴で あ
る ｡ 当該地域の 医療体制 を把握して おき ､ 患者が地域住民 ､ あ るい は住民以外そ れぞれ
の場合 を想定した健康危機管理体制の検討に役立て る ｡ また , 限られ た資源の中で ､ 患
者が多数発生 した場合の 医療提供環境を含む対応の 工 夫の検討に役立て る ｡
○孤立 しやすさ ､ 災害弱地域の把握
離島 ･ 過疎地域 にお い て は ､ 特に自然災害等の健康危機発生後 , そ の 地域 ヘ の アクセ
ス が航路や空路で あっ た り ､ 道路1本で あっ た りする こ とから ､ 孤立しやすく , 応援が
入 る まで に時間を要す る ことが考えられ る の で ､ 当鼓地域の孤立しやすさや災害鋸地域
を把握して おく ｡ そ れ と共に , 医薬品や 医療物品を含む健康危機発生 時に備えた物品の
備蓄状況の 把握 ､ 並びに ､ 孤立して も可能な情報入 手方法や情報交換方法を把握 ･ 検討
してお くo
○搬送体制の把握
当該地域か らの搬送 に要する時間を把握 して おき ､ 搬送され る まで の対応につ い て 診
療所や後方支援病院と検射した り､ 航路や空路は天候や季節の瀞轡を受けやすい の で ､
それ を考慮 した搬送方法や救急患者の受入 につ い て 災害拠点病院や消防と検討したり し
て おく｡
○高齢者 へ の対応体制の 把握
離島や過疎地域にお い て は ､ 高齢化が進ん で い る地域が多い という特徴がある ｡ 当該
地域の人 と人との結びつ きの 強さや 日常的な支え合い の状況 ､ 在宅要介護高齢者の リス
トア ッ プの 有無や 高齢者施設の 有無等を把握 してお く ｡ また ､ 地域ケア会議等保健医療
福祉関係者が高齢者や 障害者支援につ い て 話し合う場の有無も把握して おき ､ 高齢者の
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避発の ための移送方法等健康危機発生時の高齢者 へ の 対応体制の検討に 役立 て る ｡
○当該地域の特徴か ら想定され る健康危機, そ の 規模や被災者の 特徴等の 検討
定着して い る 医療従事者や住民の , そ の 地域に特徴的な健康危機の 発生の 経鹸を把握
し､ それ を活か して 当該地域の特徴から想定される健康危機の特徴等を検討してお く ｡
(参 研修の企画
離島や過疎地域 にお い て ､ 保健医療福祉資源が少な い地域が多い ことや 当薮地域が孤
立する 可能性､ 後方支援病院 へ の搬送に 困難が 生 じる可能性を考え る と , 診療所看護職
の初動期の対応力は重要 にな る ｡ また､ 健康危機の 発生 に よ る住民 の健康被害の発生 を
最小限にとどめ るた めに は ､ 平常時か らの備えが重要に なる ｡ よ っ て , 保健所保健師は ､
診療所看護職の トリ ア ー ジ等の実践力の 強化や健康危機管理 へ の 意識を高め るための 研
修を企画 して いく ことが必要である ｡
③ 体制づく り
○診療所との 連携体制づく り
離島や過疎地域 にお い て ､ 診療所は､ プライ マ リケ ア機関と して 住民の 生活状況に対
応 した活動や健康管理 的な部分を も担 っ て い る ｡ その 診療所の 看護職や 医師と当該市町
村 との 連携を促 し, 健康危機発生時にお ける診療所や診療所看護職の役割が 明確 にな る
ような健康危機管理体制につ い て診療所と当該市町村が協議で き るよう に支援する ｡
○健康危機管理 に対する関係者との連携体制づく り
離島や過疎地域 に串い て は ,.数年 で看護職が交替するような地域もある ｡ よ っ て ､ そ
の地 域で 働い て n た看護職の知識や 経験が確実に蓄積され ､ 数年で 看護職が交替 して も
健康危機発生時役に立つ 手引書の作成あるい は手引書作成 に関与 して い く ｡ また ､ そ の
地域の 保健医療福祉関係者が定期的に話 し合う機会等を活か し , 地域の 健康管理 につ い
て話 し合い考 える場や機会 をつ く っ て い っ た り ､ 基幹災害医療セ ン タ ー や災害拠点病院
との健康危機発生時にお ける連携方法や協力依頼方法につ い て検討 した りして い く ｡
○住民との共同体制づ くり
離島や過疎地域 におt･1て は､ 人 と人 との 結び つ きが強く ､ これは健康危機管理体制に
お い て 強み とな る ｡ この 強み を活か して ､ 離島 ･ 過疎地域 を有す る市町村が下記の 内容
を進めて い けるよう に保健所保健師は ､ 支援して いく役割がある c
･ 住民自身が危機管理意識 をもち ､ 食糧の 確保等健康危機の 発生に備えた り , 孤立して
応援が来る まで の 間､ 可能な 限り自分たちで 何とか対処 で きたりするよう に､ 住民自
身の 健康管理力 ･ セル フケ アカを高め て い くため の働きか け
･ 健康危機発生時の 対応 につ い て住民 と共に考え て い く機余や場づ く り
･ 健康危機発生時の高齢者 へ の支援 における民生委員や地区内の 住民との協力体制づく り
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(2) 健康危機発生時の対応
(D 情報収集
離島 ･ 過疎地域におい て健康危機が発生した場合アクセ ス の 困難が予想され るが ､ 保
健所保健師は平常時にお ける地域診断も参考 にして , 待ちの 姿勢で はなく積極的に被災
状況 の把握と情報人事 に務めて い く ｡
(参 支援活動
⑳被害発生の 把握 ･ 初動期の活動
離島 ･ 過疎地域に お い て は ､ 診療所で対応す べ き人とそれ以外の方法で 対応す べ き人
の判断､ 被災地域から早期に 避難させ る (離島の場合は出島させ る) 必要の ある 人の 優
先順位の 判断 ､ 老人福祉施設入所者等多数の 高齢者を避難させ る必要があ る場合の 優先
順位の 判断等の必 要性が 生 じる 可能性があり ､ 当該地域の 保健医療福祉関係者が適切 に
判断で きる よう に情報提供や 相談に応じる等して 支援して い く ｡
⑳被害者 ･ 高齢者 ･ 要支援者 へ の 対応
離島 ･ 過疎地域にお い て 健康危機が発生 した場合 ､ 当該地域の 保健医療福祉関係者は
そ の 地域を離れられなか っ たり､ 地域住民の 避難先が点在したりするこ とが予 想され る
の で保健所保健師の避難先地域にお ける以下の ような役割は大事にな る｡
･ 住民同士が協力し合 っ て 避難生活をおくれ るよう ､ 日頃のそ の 地域にお ける住民同士
の つ なが りを活か した避癖所の設置や 各避難所 へ の住民の割り振り
･ 避難した地域で の要医療者や要介護者の 医療や ケアの 確保
･ 避難先地域 にお いて 生活環境が大きく変化した ことに よる健康生活上 の 問題 へ の支援
又は問題出現の予 防 (特 に高齢者)
(参 関係者 ･ 関係機関との 連携体制づくり
限られた マ ンパ ワ - ･ ベ ッ ド数 ･ 物品の入手 困難の 中で ､ 多数の患者が発生した場合 ､
平常時の役割 に関係な く , 当面の 間そ の地域の 医療従事者の 力を全力投入 したり , 医療
提供環境や 医療提供方法を工夫したりする等の 医療体制づくり を支援して いく o また､
避難住民の避難先にお ける健康生活を支援して い くため に避難先保健医療福祉 関係者と
健康危機発生地域の保健医療福祉関係者との 連携体制づく りを行っ て い く ｡
④ 活動評価
健康危機が発生 した場合 ､ 終息後そ の経験 を振り返り ､ 当該市町村保健師や関係者と
今後必要な体制に つ い て 検討して い く ｡
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2) 人口 密 集 地 域
(1) 人E3密集地域の特徴
●○
都市部は 日中に大量の 人 口 を抱える ｡ 中心 部とそ の周 辺 の ニ ュ ー タウ ンの よう に 一 つ
の地域内に複合的な性格 を有す る地域が存在する ｡ さら に医療機関や教育 ･ 研究機関､
福祉施設 ､ NPO, ボラ ンティ アな どの 資源が豊富で あ√り ､ 平常時に は充実したサ ー ビス 提
供が可能で ある ｡ そ の 一 方で多様な関係団体の 調整作業が必 要とされ る o 発達した交通 ･
情報網を有し ､ 平常時には効率的で迅速なサ ー ビス の展開が可能で あるが , 災害発生 に
よ り交通情報網が寸断され る とパ ニ ッ クが生 じや すく , 特 に自然災害発生時には大量の
帰宅困難者が生 じる. また 一 人暮らし ､ 外国人､ 路上生活者 ･住所不定者 ､ 日雇 い労働者
など､ 情報の 届き難い状況 に ある人々 が比較的多く存在するの も特徴で ある ｡
(2) 平常時の対応
① 日常業務 に基づく医療機関､ 福祉施設等関係者との 協力関係づく り
人 口密集地域で は ､ 医療機関や福祉施設等の 数が多い ｡ 保健師は保健所業務で ある医
療監視や福祉施設の 監査指導 に関わる機会 も多く ､ また個別の 支援事例を通 してそ れ ら
関係機関 ･ 施設と連絡 を取 り合う こ とも少なくな い ｡ こ の ような平常業務の 機会を活か
して ､ 地域内のサ - ビス 実態 を把握すると共に､ 当該機閑 ･ 施設の 関係者と協力し連携
の取れ る関係を意識的に構築す る役割があ る｡
② 地域住民との協働 による地域の 支援体制づく り
人 口密集地域で は母子保健活動や健康づ くり活動 ､ 介護予防活動等の 各種の 保健福祉
活動を地域内の住民 グル ー プ等 との 協働 で行う方法を取る場合も多い ｡ これ ら平常時の
保健活動の展開過程にお い て ､ 健康危機 に備えるた めの 予防教育や助け合い の 意識づ く
り を織 り込み ､ 地域住民 との 協働 による , 健康危機管理 の ため の 地域の体制づく りを行
う ｡
③ 商工会議所 ､ 企業との連携による健康危機管理の 体制づくり
健康危機発生 に備えて ､ 勤労者自身が 日頃か ら健康管理 に努める と共に ､ 発生時には
安全な行動が取れ るよう に , 商工会議所や企業の 健康管理 部門等 と連携を もち ､ 相談 ･
教育的な対応を行う ｡
(3) 健康危機発生時の対応
① 発生時の 対応
･ 被害者の数が大規模になる こ とが予測 され るた め , 初動に多く の 人手が必 要となる ｡
被害状況 ･ 規模を把握 し､ 応援保健師の 要請を保健所長に進言す る0
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･ 応援保健師の配置 と業務調整､ 応援者の 活動の質 を担保するための 調査票や マ ニ ュ ア
ルづ くりを行い ､ 応援者等を含む支援チ ー ム の総合調整にあた る｡
･ 確実な二 次感染の予 防, 適切な情報提供 と相談体制づく りに基づく住民 の不安の 軽減
及びパ ニ ッ ク へ の対応 ､ 並びに被害者の プライ バ シ ー 保護は極めて 重要で ある ｡
･ 多数の被害者 一 人 ひ とりが被害か ら回復するた めの 支援に責任の もて るよう な組織的
な患者管理方法を確立する ｡
② 継続支援 へ の対応
･ 転出が 比較的多く ､ また住所不特定者も少な くない 特性が あり , 要支援者(患者)の 継
続管理が 困難とな る ｡
･ 1回毎の相談面接の機会 を大事にし ､ 継続支援に向けた人 間関係づく りと実行可能な
手段提示 を確実に行う ｡
･ 医療面の支援だけで はなく ､ 居 ･ 食 ･ 職を含め た総令的な生活支援の 必要性を判断し
て 対応する｡
･ 家庭訪問だけで はな く ､ 健診､ 健康相談 ､ 健康教育, 電話相談等多様な方法を組合せ
なが ら支援を確実に継続させ る｡
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地域の健康危機管理にかかわる
保健所保健師の現任教育の あり方
保健所保健師の健康危機事例の経験と現任教育の実態
保健所保健師が健康危機事例に 関与する頻度 は決して 高くはな い ｡ 健康危機の 中で も
最も発生頻度が高い と考 えられ る感染症集団発生 で あ っ て も､ 人 口数 に比例して 地域差
が あり ､ さら に都道府県 に よ っ て 担当部署 へ の保健師配置の 状況が異なる ことか ら､ 保
健師の経験頻度の格差は大き い と考えられ る . 一 方､ 発生頻度の 低い大規模な自然災害
や化学災害等 に至 っ て は , 保健師の 経験格差はさ らに大きく ､ 経験によ り得た知識 ･ 技
術の 保健師間伝達が きわめ て 困難な状況とい え る ｡
一 方保健所保健師の健康危機管理 に関わ る現任教育 ･ 訓練の 機会は ､ 感染症集団発生
にお ける疫学調査等､ 健康危機の 蘭域 ･ 種類別の 専門研修 , 保健所な どの 組織や都道府
県等自治体単位で 実施され る大規模な災害や重大感染症発生 に対する模擬訓練 ､ 自治体
職員の 研修の 一 環 として 行わ れる危機管理研修な ど保健所職員､ 自治体職員と して の研
修が 中心 であり ､ 保健師職能と して の現任教育で は , 自然災害等の 被災地保健師の 体験
談や被災地 に応援派遣された保健師の体験談が - プロ グラム として 提供され て い る のみ
と考え られ る ｡ 保健所保健師と して の健康危機管理能力育成 に特化 した体系的な現任教
育プロ グラム は, 現在の とこ ろ充分に提供されて いな い とい うの が現状で ある ｡
地域の健康危機管理にお いて保健所保健師に求められる能力
健康危機発生時 , 保健所保健師は , 保健所長を トッ プとした指揮命令系統 の下で 保健
所組織の 一 員 として , 一 人 ひ とりが組織にお ける自らの 役割をよ く認識し ､ そ の 場そ の
場の 状況に応 じて 判断し､ 行動する こ とが求め られ る o さ らに ､ 健康危機管理 の拠点で
ある保健所の職員として ､ 市町村をは じめ他の 関係機関に対し ､ また様々 な状況にお い
て ､ 調整機能や リ ー ダ ー シ ッ プ機能 を発揮する こ とも求め られ る ｡ 従 っ て ､ 保健所保健
師は､ - ス タ ッ フ の立場で あ っ て も管理的な 立場にあ っ て も ､ ある 一 定の健康危機管理
の能力を有する必要が あると考え るo
保健所保健師 を保健所組織の 一 員とい う面か ら考える と､ 健康危機発生 時､ 保健師等
の職能 によ らず 一 様に , 保健所長をトッ プと した指揮命令系統を遵守し､ 報告 ･ 連絡 ･
相貌 を基本と して ､ それぞれ の持ち場にお ける役割 ･ 機能を発揮する こ とが求め られ る｡
これに如し､ 保健師職能 として の 固有性は , 看護とい う専門技術 を有する職種 として ､
被害 に遭っ た住民に対帰 し､ 直接的に支援を提供する面にある と考える ｡ 被害に遭 っ た
住民 に支援を提供 しなが ら ､ そ の 過程にお い て こそ収集 し得る住民 の ニ ー ズ に関わ る情
報 を収集し, 収集 した情報 を整理 ･ 分析 して所定のル ー トで提供 ある い は発信する こ と
によ り､ 保健所と して あるい は都道府県 として必要な対策の 企画及び実施に つ なげる こ
とがで き ると ころに､ 保健所 に所属す る保健師職能として の意義が存在する と考 える｡
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健康危機発生時の 対応と して 保健師が担う活動は ､ 情報収集 , 個人及び集団を対象と
した支援活動 ､ 事業の 企画 ､ 活動の評価 ､ 関係者等との 連携 ･ 調 整を含む体制づく
`
り ､
とい っ た 内容から整理す る こ とが で き ､ これ らは､ 日常の保健活動展開過程に対応する
もの で ある o すなわ ち ､ 健康危機発生 にお い て も保健師が担わ なけれ ばな らない 活動の
基本は, 日常の 保健活動に通 じる
ー
もの とい える｡ とは い うもの の ､ 実際の健康危機発生
時には､ 初期 にお ける情報収集か ら被害に遭 っ た住民 へ の支援活動の提供に至 り ､ 感染
症集団発生や 化学災害あ る い は大規模自然災害な どそれぞれの 健康危機領域 ･ 種類に固
有の知識や技術が必要 とされ る ｡ さ らに ､ 健康危機発生とい う非常事態に お い て ､ 保健
師 一 人ひ と りが主体的に , 限られた資源で即時的応用 的な判断と行動力で 活動を展開し
て い く こと を求められ る｡ 以上か ら考えると ､ 健康危機管理 に対して保健師が より強化
して いか なければな らな い能力とは どの ような もの で あろうか ｡
感染症の 病態や感染予 防の 知識, あるい は大規模自然災害が 人々 の 心身両面に及 ぼす
影響な どの ､ 健康危機 の 各領域 ･ 種類別に固有の知識等 は､ 実際被害に遭 っ た住民 に支
援活動を提供する上 で ､ 確実 に必要となる ｡ しか し , 感染症 一 つ と っ て も多種類にわ た
り ､ また これ まで にな い 感染症が発生する可能性まで も含めると ､ 健康危機 の種類別の
専門知識の全 て を全保健所保健師が確実に習得し ､ それ を維持 し続ける こ とはせ わ めて
困難 とい えよう ｡ こ の ような より専門性の 高い知識につ い て は ､ そ の 知識が必要となっ
た とき に ､ 自ら求め て入 手し , それ を有効に括用 して 支援提供で きる こ とこそが肝心で
ある ｡ つ まり ､ そ の ような専門的知識や情報を必 要に応 じで 即入手で き ､ 活用で きるよ
うな シス テ ムの 整備 ､ すなわ ち必要とな る情報の 整理や 手引書の作成などを併せ て 行っ
て おく こ とが求められる ｡
一 方で ､ い っ たん健康危機が発生 した場合 ､ 所管保健所の 保健師は ､ 急激に増大した
被災住民の 支援ニ - ズに対して ､ ただ漫然と直接的支援 を提供し統けるのみ で は ､ 効果
的な支援活動とはな っ て い かない ｡ 所管保健所の保健師に求められる の は ､ 混乱の中で
も住民の ニ ー ズに関わ る情報 を的確に収集で きる能力､ そ して捉えた情報を整理 ･ 分析
する ことによ り ､ 健康被害の 拡大や新たな発生 を予測 し予防の ため の対策 を樹立で きる
能力 , さら に必要な対策の実施の ために関係者を調整し､ 組織化で きる能力で ある ｡ そ
して , 以上 に関して は , 人の 身体的精神的社会的側面をも含めた健康状態 をそ の 人の 生
活全体との 関連で 診断で きる能力が基盤とな ると考えるo
3 保健所保健師の現任教育の あり方
地域の健康危機管理 に対する保健所保健師の 現任教育は ､ 保健所職員として と､ 保健
師職能として の ､ 両面か ら考える必要がある ｡ 保健所職員として は ､ 地域の 健康危機管
理 に対する保健所機能及び関係す る機関の役割機能 , 健康危機発生時の組織 として の指
揮命令系統や情報管理 及び人的物的資源管理 の あり方などを ､ 保健所に所属する 一 員と
して そ の職能 にかかわ らず ､ 理解 してお く必要がある ｡ 一 方保健師職能と して は ､ 保健
師として の 専門知識 ･ 技術を活か した健康危機発生時の 情報収集 ､ 収集 した情報の分析
に基づ い た対策樹立､ 支援活動の 組織化などの能力の 向上が求められる ｡
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健康危機発生時､ 保健所保健師は ､ そ の 場そ の場の 状況に応 じた即時的な判断力や応
用力が求め られ る ｡ そ の ような判断力､ 応用力におい て は , 健康危機管理 に対する保健
師職能として の役割 ･ 機能め自覚が鍵 となる と考える ｡ 混乱の 中で住民 の ニ ー ズに関わ
る情報を系統的に 的確 に収集 で き ､ 把握した情報の分析に基づ い て 必要な対策 を樹立で
き､ 関係者等による対応 を組織 して 支援活動 を提供で き るそ の行動力には､ 保健師職能
として の役割認識に基づ いた 専門的判断が 重要で あり ､ そ の よう な判断力を高める研修
が必要で ある｡
地域の健康危機管理 にお い て ､ 現任教育は , 健康危機発生 に備 えた準備と位置づ けら
れ る｡ それ は ､ 平常時にお い て 健康危機発生の 予測性 を高め ､ 健康危機発生時 にそ の状
況に応じて判断し､ 行動で きる よう 準備性を高め てお く こ とで ある ｡ また ､ 健康危機 へ
の 予測性を高め るこ とは ､ 平常時におい て ､ 健康危機発生の未然 防止や 発生時の 被害を
最小限にとどめるための 実践活動に結び つ い て い くもの と考え る｡
以上か ら ､ 健康危機管理 に かかわ る保健所保健師の現任教育の あり方 として は , 保健
所潤員, 自治体職員と して の 研修 に加え ､ 保健師現任教育の 一 環 として ､ 健康危機管理
に対する保健師職能として の 役割認識を深める現任教育プロ グラムが提供され る必要が
あると考える ｡
保健所保健師の 現任教育プログラム の内容要素
研修はあく まで も 一 般的知識等 の理解 で はな く ､ 受講者それぞれが現在所属レて い る
立場か ら, 地域の 健康危機管理 に対する保健師 として の 自らの役割 を主体的に考える こ
とをね らう もの で ある ｡ したが っ て ､ 自治体単位で ､ 実際当該自治体におい て発生 しう
ると考えられ る健康危機事例を想定 した企画 とする こ とが望 ましい ｡ そ の ため都道府県
単位で ､ 保健所保健師を対象 に研修を計画する こと を提案する ｡
尚, 本プロ グラム の 目指す と ころは ､ 健康危機管理 に対する保健師職能 として の 機能
･ 役割と活動原則論を学ぶ もの で あり , 特に大規模な自然災害時 には市町村保健師 も保
健所保健師と 同様に健康危機管理能力が求め られ る とい う観点か ら も､ 内容 を 一 部修正
し+ 保健所単位で管内市町村保健師も含めた研修と して 行う こ とも可能と考え られ る｡
以下に､ 研修の 内容要素を挙 げる ｡
･ 地域の健康危機管理 に対する保健師固有の 役割 ･ 機能は何か , 実際どの よう に判断し ,
行動するベ きか とい う ､ 保健師の 活動原則論を習得する もの とす卑｡
･ 実際の健康危機発生時 に保健所保健師と して の行動を判断で きる よう になる こ と を
ねら い ､ 事例を用い た演習を行う｡ 事例は ､ 実際に発生 した健康危機事例 を参考に,
状況設定と討議する課題か ら構成する｡ 状況設定 にお い て は ､ 当該都道府県で 現実的
に想定で き る状況設定 を工夫する ｡ 討議にお い て は , 健康危機管理 に串ける保健師活
動の原則論につ いて各々 が考察 を深める こ とを目指す o また ､ 都道府県別に作成して
いる健康危機管理 に関する手引書の 内容 を学習 ･ 点検 で きる機会とする ｡ 設定 した課
題 への解答編で は, 実際に発生した健康危機事例で は どう で あっ たか に つ い て ､ 資料
または経験 した保健師の 話を提供し､ 考え を具体的に深められ るようをこする .
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研修終了時には, 本研修受講が平常時か らの備えの 活動に結びつ くように , 職場に帰
っ て か ら平常時の備え として 各々 が実際に実施で きる活動を, 各自レポ ー トにまとめ
る ｡
研修プロ グラム には ､ 健康危機のサイ クルな ど健康危機管理 に 関する 一 般的概念､ 危
機管理 の考え方として 組織にお ける指揮命令系統及び情報管理 , 物的人的資源管理 の
あり方 ､ 健康危機の種類別に関係する機関とそ の役割及び保健所の役割につ い て の 一
般的知識を学習する 講義も含める o
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本活動指針作成にあた り､ ご意見や ご助言をい ただいた 多くの 皆様に ､
深く感謝申し上 げます ｡
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